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会 誌 月刊 に 伴う 会 豊 の 改正 並び に 納入 に つい て 
1 月 19 日 開催 の 昭和 35 年 度 総 会 に お いて , 本 誌 の 刊行 を 月 刊 と し , 正会員 会 費 を 年 
1,000 円 , 講読 会 員 会 費 を 年 1,800 円 (AM) と する こと に 決定 し まし た の で , 昭和 36 
年 度 の 上 記 会 費 未 納 の 方 は 至急 御 納 入 下 さる 様 お 願い 申し 上 げ ま す 。 
i, 学生 会 員 (大 学院 学生 を 除く ) 会 費 は 本 年 度 の み 特 に 据置 (年 500 円 ) と する こ 
と に な り ま し た の で , 学生 の 方 は 至急 在学 の 学校 , 学科 , 学年 を 菜 書 で 本 会 会 員 係 和 宛 お 知 
ら せ 下 さい 。 この 届出 が な いと 一 般 正 会 員 と し て 会 費 請 求 が 行わ れ ま すか ら 御 注意 下さ い 。 
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1. 論文 は 和文 又は 英文 原 閉 と する 。 MUMIA ALIA A RY EES CME, 英文 
原稿 は タイ プラ イト する こと 。 

2. 図 は 白紙 又は 青色 印刷 の 方 眼 紙 に 墨 叉 は 黒色 イン ク で 大 きく 画 き さき, 1/2 Rik 1/3 な 
ど に 縮小 する の に 適する よう , 文字 や 記号 を 大 きく 書く こと 。 特 に 折り 込み 図 の 原稿 は 
細部 まで 明 上 腔 に 書く こと 。 

3. 引用 文献 は 論文 末尾 に 引用 順に 一 括 し て 認 た め , BEX, BE, 掲載 誌 叉 は 単行 書名 , 
巻 , A, 年 等 の 順に 記す こ bo 
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Economic mineral deposits, By A.M. Bateman 

Mining geology, By H.E. McKinstry 

SLPRAVC BSS B HeAAD 2 3428 Modern Asia Edition と し て 出版 され た 。 Bateman 
の 著書 は 1950 年 に 出版 され て いる 2 版 を , McKinstry の は 1948 年 に 発行 され た 初版 
を , 夫々 著者 の 認可 の も と に photo-offset lL, 極東 に お ける 多く の 購 続 希望 者 に 対 
し , 低 価 格 で 応え た も の で ある 。 EN} MM CHA SALTO LIA EBS Ro MKF 

(表紙 3 頁 に 続く ) 
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X-ray studies on bentonites from Kaminoyama, 
Yamagata Prefecture 


KA #& RH — (Keiichi Omori)* 
Ba 3f 和 (Toshikazu Seki) * 
坂 本 光 (Takeshi Sakamoto) ** 


Abstract : By the X-ray diffraction charts, bentonites from 
Kaminoyama, Yamagata Prefecture, are dividedin the following four 
types, (i) montmorillonite, as essential mineral, with a little of zeolite 
(clino-ptilolite), plagioclase and cristobalite, (ii) zeolite with montmorillo- 
nite, plagioclase and cristobalite, (iii) zeolite with montmorillonite, pla- 
gioclase, cristobalite and orthoclase, (iv) montmorillonite and celadonite, 
with zeolite, plagioclase and cristobalite. Type (i) and (ii) distribute 
widely and type (iv) is a new find one in this area. 


1. # 言 
当地 域 の 粘 士 壮 * は 昭和 5 年 , 本 邦 最 初 の ベン トナ イト と し て 報告 され て か ら , 数 多 
く の 研 究 が な され て きた 。 こ の うち 内 田 宗 義 ) は 系 統 的 に 詳細 な 研究 を 行い , Bee? 
も ペン トナ イト の 著 る し い 膨 澤 性 と コロ イド 性 に つい て 究明 し , 最近 , 須藤 俊男 等 が は べ 
ント ナイ ト の X 線 的 性 質 を 検討 し た 。 著 者 等 も 最近 当地 域 の ベン トナ イト を 採集 COX 
線 的 性 質 を 比較 検討 し , 二 , 三 の 抽 味 あ る 結果 を 得 た の で これ を こ ゝ に 述べ る こと に し よ 
50 A, 当地 域 の 地質 に 関し て は 明 に 鞭 政 共 5) 及び 舟山 裕士 の 研究 が 有り , RIEHL 
—) RUB at? も 結果 を 発表 し て いる 。 


2. 地質 の 概要 


当地 域 の 地質 は 第 三 紀 の 緑色 凝灰岩 , 流 紋 岩 及び 泥岩 類 か ちら な る 。 こ の うち 最も 広く 分 
布 す る も の は 緑色 凝灰岩 で , 流 紋 岩 が 燃 岩 状 , EE RYE 
は 緑色 凝灰岩 を 整合 的 に 覆 つ て いる 。 緑色 涯 灰 岩 は 石英 粗 面 岩 質 北 灰 岩 で , 女川 層 に 対比 
され , 殆 ん ど 層 理 を 示さ ず , SHA, HRCHS.o AMMA, 時 に 灰色 叉 は 白色 を 星 
し , 赴 頭 で は 大 部 分 が 粘土 化し て いる 。 MICHA, APCAARA, FH, BEE 


* 東北 大 学 理学 部 岩石 鉄 物 鉱 床 学 教室 
凌 日 本 特殊 土木 株 式 会 社 
HK 本 鉄 物 は 従来 山元 村 産 と し て 報告 され て 来 た が 山元 村 は 上 山 市 に 合併 され た 。 
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第 1 図 


及び 緑 泥 石 が 政 璃 質 石 基 中 に 認め られ る 。 TAU AMATI ABE, BE, REIMER 
OSE EL, BTC, 周囲 の 北大 岩 が 理化 作用 を 受け た 場合 も ある 。 泥岩 は 北大 
MEU UAE DARD, これ 等 の 問 に 数 cm 乃至 数 10cm の 粘土 層 が 挟 在 する こと が あ 
る De 


3. ペッ トナ イト の 産 状 と 性 質 


当地 域 の ベン トナ イト は 主として 座 質 し た 緑色 凝灰岩 中 の 割れ 目 を 満た し て 産出 する 。 
この 割れ 中 の 形 は 不 規則 で , 一 般 に 角 長 の 集合 状 を 呈す る 。 ベ ント ナイ ト は 比較 的 低温 度 
の 熱 水 作 用 に 依 つ て 形成 され た も の で , これ に 一 部 沸 石化 作用 , 斜 長石 化 作 用 , FEILER 
SERED TWH 

AVY EFA MELT & GET CART SL, REORBAMDLAMD ve 
リロ ナイ ト に 変化 し て いる が , BRRUNRADPAILED E> ROTTS TNEOM 
水深 液 の 作用 は さほど 激しく な か つた こと が 推測 され る 。 

ベン トナ イト は 肉眼 的 に 緑色 , 黄色 , 褐色 , Ke, BRE, 白色 及び 桃色 等 種々 の 色 を 
時 する が , 特に 緑色 及び 黄 福 色 が 最も 多い 。 こ の 様 に 種々 の 色 を 量 す る の は ベン トナ イト 
が 種々 の 塩類 等 を 吸着 する た めで あろ 3 。 一 般 に 膨 澤 性 が 大 きく , 特に 黄 補色 の も の で は 
これ が 著 る し い 。 水中 に 投じ る と コロ イド 状 に な り , この 懸 濁水 は 数 日 間 放 置 し て る 沈 温 
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次 に 産地 , 色 に より 11 個 の 粘土 を 選び , BRI CHEE ILE RIA TI 
上 に 二 つ づ つと り , 一 方 に 蒸溜 水 , 他方 に ベンチ ヂ ン 飽和 溶液 を 滴下 し , その 色 の 変化 を 
観察 し た 。 ベ ンチ ポン 液 は 次 第 に ベン トナ イト に 浪 透 し , ペン トナ イト } は 数 秒 で 青色 に 変 
わる 。 青色 の 濃淡 の 程度 は 各 試 料 別 に いく ら か 異 る が , 色 の 違い は 見 出さ れ な か つた 。 さ 
YI FV RET ODD SRLMRISL, 色 が 黄色 乃至 黄 緑色 に 変化 する 。 こ の 量 色 反応 
は モン モリ ロナ イト の 針 絢 に 広く 利用 され る と ころ で , これ は モン モリ ロナ イト の 有する 
一 種 の 酸化 作用 に よる も の と 考え られ る 9。 

ペン トナ イト を 鏡 下 で 検討 する と , Cy el at 74 bse LAR RUAS RADE 
卓 間 に 繊維 状 に 分 布 し , 淡 黄 福 淡 福 色 の 弱い 多 色 性 を 示す 。 従 つて 上 述 の 膨 澤 性 及び べ 
ンチ デン 量 色 反 席 と 併せ 考え , これ ら 試 料 の 主 成分 は モン モリ ロナ イト で ある こと が 分 か 
る 。 


4. XX 線 的 性 質 


次 に 産地 , 産 状 及 び 色 を 異 に た する 13 個 の ペン トナ イト に つい て X 線 粉末 回 折 曲 線 を 求 
Dio 試料 の 産地 は 第 1 表 の 如く で ある 。 実験 装置 に は 理学 電機 欠 ガ イガ ー フ レッ クス を 
用 い , 叉 回 折 曲 線 作 成 の 条件 は 次 の 通り で ぁ つ た 。 

Target: Cu, filter: Ni, voltage: 30kV, current : 10mA, scanning speed : 

1°/min., chart speed : Icm/min., scale factor : 8, multiplier : 1, time 


constant: 2 sec, divergence slit 1°,: scatter slit: 1°, receiving sit:0.2mm. 


(a ee: 
KREG C SLMS & a7: Sh REL 
モロ | Bb | | TE [7 25| A | セナ 
モイ スイ 
」 リ トト 右 」 石 | 大 トト | 英 I ド ト 
EZ EY eh 
1 上 山 市 前 丸森 淡 灰 緑色 | + ++| + + gg aes 
2 2 2 K 青色 + +] + + 築 2 BA . 
図 B 
RS seer |r + 
ne NE Us #8 J++) + | 4 | 
ee es este )+ +/+ +) + oy 第 2 MF 
6 ” ” maim elt +) + | + 4 + | 第 2 図 G 
7 uo #2 森 aoe es pe tl a 
8 ヶ EAA ee +] | + +] + 
9 | » 委 刈 田 - 城 山間 淡 黄 緑 色 + + ナ + + a ic, 
10 |.” 隔 間 場 淡 黄 色 t+ [+4] 4) 4] + a ce 
試料 10 を 水 鐵 に 
10a " 7 7 | 4 + aa {より 純化 し た 際 
の 残 湾 第 2 KE 
11 o oe ic ae eet i ea) is ee eV 
i 


++ ERD, + は 副 分 を 示す ・ 
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eee 
(1) (2) (2a (3) 
d(A)|1/I,| M* |d(A)|I/I,{ M |a(A) |I/t] M d(A)|I/Ip] M 
13.00 | 1.0 jm 15.24 | 1.0 jm 13.60 | 1.0/m 
90:25) 0.6 |z 
OO lez. 
6.810] 0.3 | z 
5.09€| 0.4 jm 4.874, 0.1 jm 5.096) 0.1 Im 
4.671) 0.5 |z 
4.506] 0.5 jm 4.506] 0.6 Im 4.506] 0.3 jm 4.506] 0.8m 
4.353} 0.5 | z 
4.191}0.6 |p,c i 
Se Goal aO NZ, 4.058] 0.3 |z, p, c| 4.040) 0.3 |z, p, c} 4.040 0=3|'z,°pL. c 
Seo ORO mez 
3.562 0.4 |z 
F427 0.5 |z 


3.143) 0.3 |m, p 
30:79) ON nD SO eto sez 


to 

~~ 

ide) 

I 

os 
ales 
to) SSNS 
Be Yous) 5) 
ie) 


25578) O52) (0d | mm 2.568) 0.1 jm, p 2.585) 0.3)m, p 


1.499) 0.1 jm 1.497) 0.1 Im 1.499} 0.1)m 


* Mis Skint, mikey eVosy4}, z は 光石 , pu, Or は 正 長 石 , 
CUT VARANAA}, cellieeAKTAb, GiB 


この 結果 を 第 2 表 及 び 第 2 図 に 示す 。 次 に 第 1 表 に 示し た 試料 順に 各々 の 特徴 を 述べ 
よう 。 こ ・ ゝ に 番号 は 第 1 表 と 同様 で ある 。 

(1) 上 上 述 の ベン チ ヂ ポン 反応 で モン モリ ロナ イト の 存在 が 認め られ た が , 第 2 図 じ から 
明らか な よう に XX 線 回 折 曲 線 で は 明 上 典 で な い 。 こ れ で は クリ ノ プ チロ ー ル 沸 石 01D12) の 
ビ ピーク が 卓越 し , 他 に 斜 長石 と クリ スト バラ イト が 認め られ る 。 

(2) モン モリ ロナ イト を 主 と し , 沸 石 , 斜 長 石 及び クリ スト バラ イト が 儀 か に 存在 し 
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# = (I) 
(4) (5) (8) (7) 
.a(A) 1/19| M- | d(A)|1/Ty|. “M =) aCA)PE/T5) at) aA) Ig) OM 
12.68 1.0 Im 13,81 9) 0.33 )m0 12-8 |e 1.0 sim 
10.05 | 0.1 J|cel 
9.118] 0.4 |z YNS iO ez, 
6.607] 0.1} z 
5.506) 0.1 m 
4.484, 0.6 |m 4.484, 0.6 im 4.506] 0.4 |m, cel 4.529) 0.2!m 
4.396] 0.3 Icel 
4.270) 0.2/Or 
4.077, 0.1|z, p, c| 4.004] 0.4 |z, p, c| 4.058] 0.4 |z, p, c| 4.065| 1.0/z, p, c 
3.801] 0.2\Or, p 
3.648] 0.3 |cel, z 
3.480) 0.1 |z, p 3.480 1.0 |z, p 2 3.480) 0.2) z, p 
3.326] 0.3 |cel, p | 3.326] 0.2/p 
3.2521 0.2 |p 3.232) 0.2)p, Or 
3.198) 0.3 |z, p,c 
3.132) 0.4 Im, p 
3.110) 0.3 [m, p, z 3.100} 0.4 Im, z, p 
2.894,0.5\|z,p,c 2.840) 0.2) p 
2.564) 0.1 |m, p 2.578) 0.3 |}p,m 2.585] 0.2)m, p 
2.495] 0.3) z, p 
| 2.398) 0-1 |cel 
2.129] 0.1) z 
1.933] 0.1) p 
1.873) 0.1)p 
1.503) 0.1 |}z, p Leo Ol NOR Zea 
1.499} 0.1 jm 


て いる 。 図 の 左端 に 見 られ る モン モリ ロナ イト の (001) ピー ク (13.00A) は 大 きく 現 


Di, し か る も 巾 が 広い (第 2 図 A)。 


(2a) - (2) を 水 針 し て 純化 し た も の で ある 。 Lid (2) と 比較 する と 成分 上 変化 が 認め 
られ な い が , 図 の 左端 の モン モリ ロナ イト の (001) の ピー ク は 著 る し く 高く な り (第 2 
SB), 結晶 度 の 高い こと が 分 か る 。 左端 の 大 き な ビ ー ク (15.24A) が (2) より も 左 に 寄 
つっ て いる の は 水 処 理 に 依 つ て 層間 水 が 加 わ つ た た めで あろ 3 う 。 


(3) 主として で モン モリ ロイド の ピーク が 現われ 


WAP RH 


民 石 は 見 出さ れ な か つた 。 


モン モリ ロナ イト の (001) の ビー ク は 巾 広 く , 結晶 度 は よく な い 。 
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第 2 表 (I) 
= ーー ニニ ーー 
(8) (9) (10) (10a) (11) 
d(A) T/T) M |d(A)|I/Ip} M j|d(A){I/Ip| M d(A)|I/Ip) CCR LA M 
15.50) 1.0\m 15.78} 0.1}m 16.07) 1.0Im 
9.025) 0.2) z 8.934) 0.3) z 9.025] 0.9) z 
TD RO ez 7.971\ 0.4) z 
6.578] 0.3) z 
5.906] 0.3) z 
5.039} 0.1)m 5.126) 0.4) z 
4.671] 0.4) z 
4.506) 0.3)m 4.506; 0.3)m 4.506) 0.3)m 4.529] 0.9/m 
4.250) 0.4 Or 4.250| 0.4 Or 4.250| 0.5)Or 
4.058| 0.1\z, p,c |4.095| 1.0|z, p, c |4.058| 1.0|z,p,c |3.986) 1.0) z 
3.912] 0.9} z 
3.786] 0.2\p, Or |3.801| 0.3\p,Or [3.801 0.3\p, Or 
3.633|0.1/p |3.633| 0.1/p 
3.562} 0.2) z 3.576] 0.4) z 
3.480) 0.1} z, p |3.453 0.2) z 3.466) 0.2) z 3.480] 0.4 z 
3.440] 0.5) z 
3.363! 0.1}q 3.339] 0.2) p 3.326] 0.4} p 3.339] 0.8! p 
3.290) 0.1lm, p |3.302| 0.5)z,m,p 3.302] 0.5) z 
3.220) 0.2\p, Or 3.198] 0.6!m, p 
Seo 0.2|Z, p, © Sano 0 4Z,p,; Cc 
2.979| 0.2 z,p 2.998 0.2\z, p 2.979| 0.6|z, p 
2.814] 0.4/p,c 
2.799) O.1/p, c |2.739] 0.3)z 
2.564) 0.1m, p [2.571|0.1)p,m 2.581) 0.2/p 2.578 0.3/p _—j2.564] 0.3lm, p 
2.495| 0.2 z, p 2.481 0.3) z, p 
2.161) 0.1/p 2.201) O.1)/p 
2.132] 0.1) z の S20 
2.019 O.1|/p 2.019] ONE 
| 1.933| 0.1)p |.983|0.1p 
1.877| 0.1) z 
1.817} 0.1/p |.824 0.11 p 
AO TP Olde, 1.794) 0.1)p 
1.692) 0.l1m 
1.503 0.1)z, p 
1.499) 0. 1}m 1.499] 0.1}m 


(4) 有 これ も モン モリ ロナ イト を 主 と す る (3 LURAMDeYEV oF 410 
(001) の ビ ピーク が 人 失 鋭 で , 沸 石 や 斜 長石 を 含み , クリ スト バラ イト る も 認め られ る 。 

(5) モン モリ ロナ イト と 沸 石 か 共存 し , 図 の 左端 の モン モリ ロナ イト の (001) mH 
線 ま 巾 か 広い 。 他 に 終 長 石 と クリ スト バラ イト が 認め られ る (第 2 図 F)。 

(6) モン モリ ロナ イト が 主 成分 で で ー ク が 良く 発達 し て いる 。 叉 図 に 示し た 様 に , セ 
ラド ナイ ト の ビー ク ぶ が 10.05, 4.506, 4.396, 3.648, 3.326, 2.898 に 存在 し , 本 試 
料 に 相当 量 含 まれ て いる こと な が 分 か る (第 2 図 G)。 Hives, 鋼 長 石 ) クリ スト バラ イィ 
ト が 認め られ る 。 
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第 2 図 
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206 in degree 


AY }F4 }ORMMAR HHH Zs HH, Mm: モン モリ ロナ イト , p: MARA, 
Or: ERG, Cel: #7 FF44,¢: F7VKARAF4}, (A: No. 2,B: No. 2a, 
CoANOp1>, Dis No. 105, EF No, 10a,-.h GNo,5; Gs INo-6) 


(7) 回 折 ビ ピーク の 大 部 分 は 沸 石 に 依る る も の で ある が , 中 央 の 大 き な ビ ー ク (4.065A) 
は クリ スト バラ イト に 基く る の で ある 。 他 に 稔 長 石 と 正 長 石 が 認め られ る 。 

(8) 試料 (2) と 極め て 類似 し て いる が , ほ ゞ 中 央 に 石英 の 小さ い ピ ー ク (3.363A) が 
存在 する 。 既 ち 主 成分 は モン モリ ロナ イト で , HICH, 斜 長石 及び クリ スト バラ イト と 
極 く 少量 の 石英 が 認め られ る 。 

(9) (1) 及び (7) と 良く 類似 する が , いく ら か モン モリ ロナ イト の 含量 が 多い 。 沸 石 
を 主 と し , SRA, 正 長石 及び クリ スト バラ イト 等 る 含む 。 

(10) 沸 石 を 主 成分 と し , fHKARA, 正 長石 及び クリ スト バラ イト が 認め られ る (第 
2 図 D)。 

(10a) (10) を 水 仁 し た 時 の 残 査 に つい て ぶ 線 回 折 曲 線 を 作成 し た 。(10) で 見 られ た 
図 の 中 央 の 高い ピーク (4.058A) が こ ゝ で は 消滅 し て いる 。 CNURMELC TIAN 
イト に 依る る の で あぁ つて , 水 穫 の 際 に クリ スト バラ イト が 微細 な た め , BAH IHS hve 
こと が 分 か ぶる (第 2 図 E)6 
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(11) 殆ど モン モリ ロナ イト より 成り , EOCARALBARAYb5NSo 

以上 ょ り 当 地域 の ベン トナ イト を 大 別 す る と 次 の 四 種 に な る 。 

i) モン モリ ロナ イト を 主 成分 と し , 僅か に 沸 石 と 斜 長 石 を 有する も の (第 2 図 A,B)。 
ii) 沸 石 を 主 成分 と し , モン モリ ロナ イト , MRA クリ スト バラ イト を 有する も の 
(第 2 図 C)。 

iii) 漠 石 を 主 成分 と し , モン モリ ロナ イト , 終 長 石 , クリ スト バラ イト 及び 正 長 石 を 
有する も の (第 2 図 D,E)。 

iv) €v€vuF 7 beEMOLL, HE, 斜 長 石 ) クリ スト バラ イト 及び セラ ドナ 
イト を 有する も の (第 2 図 G)。 


Be, Es & 


ECARCES”? に より , 当地 域 の ベン トナ イト 中 に 沸 石 の 存在 が 確認 され た が , 本 
報 文 で は 沸 石 は クリ ノ プ チロ ー ル 沸 石 で , 然 も これ を 多く 含む 試料 が 数 多く 存在 する こと 
が 明らか に な つた 。 更に 興味 の ある こと は 正 長石 を 含む 試料 が 当地 域 東 部 に 見 出さ れる 
こと で あつ て , 第 1 表 の 鉱物 組成 の 表 よ り 明 ら か な 様 に , 特に 沸 石 を 主 成 分 と する も る の に 
は 見 出さ れ な か つた 。 MEO ARB SRE) に も 述べ られ て いる 様 に , BAIL 
作用 が 低温 低圧 で 進行 し 易い こと が が 証 さ れる 。 

緑色 北 実 岩 中 の セラ ドナ イト 人 様 鉱 物 は 宮城 県 刈田 郡 福 岡村 産 に つい て 報告 1 BBS, 
当地 域 か ら は これ が 始め て で あぁ る 。 
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JINIVYVVYEICAT4—=OBR 
Some experimental considerations on fergusonite 
tt f{ 3 # (Yoshihiro Kitadai)* 


Abstract : Heated fergusonite shows two kinds of X-ray diffraction 
patterns, of which one appears at 700°C and the other appears at over 
900°C. The former gradually disappears and the latter appears with the 
elevation of heating temperature. In argon atmosphere these phenomena 
could not be observed. Fergusonite heated at 700°C has lattice constants 
ay 5.184 and cy 5.489A. 


1. 緒 


宮城 県 丸森 町 大 張 , 福島 県 川俣 及び 甲 森 産 フ ェ ル グ ソ マン 石 に つい て 加 熱 及び XX 線 実験 を 
行い フェル グ ソン 石 の 同質 二 像 と 格子 蛋 数 に つい て 検討 を 行 つ た の で この 結果 の 要旨 を 
報告 する こと に する 。 こ ・ ゝ に 始終 御 懇 和 念 な る 御 指 導 を 賜わり , 叉 研究 試料 の 一 部 を 頂い た 


大 森 刻 一 教授 に 深 基 の 調 意 を 表す る 。 叉 X 線 実験 に つい て 御 教 示 下 さ つ な た BIAS ic 
深謝 する 。 


ni 


| 


2. 実 RD 法 


加熱 実験 試料 の フェ ル グ ソ ン 石 を 単 結 曲 (3x3x6mm) OF>, Rit Mid ewe 
て 375 メッ シュ 和 飾 下 粉 末 に し , BREA, 容 気 中 又は アル ゴン 中 で 次 の 様 な 温度 と 
肝 間 で 加熱 し た 。 

加熱 時 間 .…0.5, 1, 3, 5, 8 時 間 

加熱 温度 …600, 700, 800, 900, 950, 1000, 1200°C (誤差 +5°C) 

X 線 実 験 Lic ctMALR7 = V7 Vv Aish Wise Bic 27 YAKS 375 2 
ッシュ HE RMKE L. XBR ME Geigerflex で 作成 し た 。 こ の 際 の 使用 条件 は 使 
FAX #% CuK, (Ni- フ ィ ルター), 電圧 30kV, 電流 10mA, Scanning speed 1°/min, 
Chart speed 2cm/min, Scale factor 8, Multiplier 1, Time const. 2sec, Diver- 
gence slit 1°, Receiving slit 0.2mm で ある 。 MIC IO ぶ 線 粉末 回 折 図 の 回 折線 の 指 
BA & TOT 

42-3 Debye-Hull の 図表 か 5—WSEAMRL LCHFERERY, この 値 を 基 に し て 
指数 付 を 行 つ た 。 


3. 実験 結果 及び 考察 
フェ ル グ マ ソン 石 は 一 般 に メタ ミク ト 状 態 で 人 線 的 に 無 定形 を 示す が , 加熱 する と 発熱 結 


* ALAR ie BBR AEE 
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aes 


卓 化 する 。 こ の 加熱 の 際 2 FEOF 72 ZX HR 
(2h) で 加熱 し た と き 現 われ る 正 
の 格子 恒 数 を ao=7.74, co=1l.31A と し た 。 
次 に フェ ル グ ソ ン 石 の X 線 粉末 回 


回 折線 が 現われ る 。 即ち Barth’ は 1200°C 
白線 を 本 来 の フェ ル グ ソ ン 石 の 結晶 格子 と 導 え , 


> 
= 


SrA BORE (ZEB) に 依 つ て 如何 に 異 る か を 示 


す と , 第 1 図 の 如く に な る 。700°C の 場合 と 1000°C の 場合 と を 比較 する と , 700°C sn 
有 熱 回 折線 に は 加熱 温度 の 上 昇 に 伴 つ て , (a) 強度 を 減じ , 遂 に は 消滅 する も ゃ もの, それ と は 


逆 に (b 
(a) の 回 


その ま ・ ゝ 存続 する も の , 或いは 新しく 現われ る も の 等 が あ る 。 今 
折線 を A と し , 後者 (b) を BB と する 。Barth, Berman?) は B を フェ ル グ ソ ン 
右 と 考え , XL Berman は A,B 問 に 同質 二 像 の 関係 が ある も る もの と し た 。 Ff 
た 実験 結果 で は 第 1 図 に 見 られ る よう に , A っ BB の 変化 に は 明 其 な 転移 点 ボ 


fk a 


し 筆者 の 行 つ 
ABU S 


DEALT CH Zo M2 図 に 示す 様 に , 


一 呈 塞 気 中 で 700°C に 加熱 し た も る もの を 更 


V7 Vay HC 950°CH ZH LY BILE URW FPOTINET= VMI VY ROWE 
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Ju Ly ン 石 


Goes, NEY Sp sa Ge =e We Ul SY BIE: 


BL GS LIMA LEAS. LDA B2BOMNRT = V7 Y vy BOM HR 
で ある か , 叉 この 時 他方 は 何で ある か と いう 問題 が 生じ て 来る 。 こ れ に つい て 次 の 3 つの 
場合 が 考え られ る 。 

(i) 比較 的 低温 で A な る 中 間 生 成 物 を 形成 し , これ より 更に 高い 温度 で フェ ル グ ゲソ ン 
石 が 形成 し た と する る も の 。 

(ii) 比較 的 低温 で フェ ル グ ソ ン 石 A が 形成 し , これ より 更に 高温 で A が 次 第 に 分 解 し 
て , 名 成分 の 酸化 物 (例え ば Y203, Nb2Os, TazO5 等 ) 或いは 複雑 な 酸化 物 の 混合 物 B 
に な る と する る も の 。 

(iii) ARABI 2VT YY BORE CS BBLS NCB (例え ば コル ンプ 石 , ユー ク 
ャ ン 石 等 ) と な る , 或いは の よう な 超 格 子 が 形成 する と する も の 。 

以上 3 っ に つい て 実験 結果 を 検討 し よう 。 第 2 図 は アル ゴン 中 で 加熱 し た も の に つい 
て 得 た X 線 粉末 回 折 図 で ある る 。 こ れ に 見 られ る 様 に , 700°C CER CHL EBA 
る も, アル ゴン 中 で 加熱 し た 場合 も 変化 は な い 。 叉 単 結晶 で 加熱 し た 場合 も , 粉末 で 加熱 し 
た 場合 も 同じ 結果 が 得 ら れ た 。 950°C で は アル ゴン 中 で 加熱 し た 場合 は 空気 中 の それ と 
か な り 真 つて いる 。 し か る 単 結晶 の 場合 と 粉末 の 場合 と で 回 折 図 に 違い が 認め らち れ る 。 Bl 
ぁ 950°C の 場合 で は , KAP CHVBEOB BA 1~2 本 現われ る が , MRO 
合 B は 現われ な い 。 

叉 粉末 試料 で も る 一度 700°C Ve Zee (WaT vay) CMRL THLE, RE 
950°C (アル ゴン 中 ) KAHL TY BURN UEORRE ZED CRATER 
3 図 の 如く に な る 。 

即 も 酸素 の 供給 が 充分 な 場合 に は B が 形成 され , 酸素 の 供給 4 困難 な 場合 に は BP は 生じ 
起き "この 事 か がら 前 記 COMED} BO (i) は 否定 され , 叉 コル ンプ 石 , テー グセ ン 
GeO MMF —7 と 比較 する 事 に 依 つ て (iil) も 否定 され る 。 従 つて 残 つた (ii) に 
っ いて 更に 実験 結果 を 検討 し て みよ う 。 BRC 加熱 し た 場合 生ずる B は A の 酸化 生成 
物 で あつ て , 名 成分 の 酸化 物 (YsOa) NbOy TazOs 等 ) が 逐次 各 生 成 温度 で 生ずる の 
で , A っ >B の 変化 が 洛 移 的 と な る 。 次 に これ を アル ゴン 中 で 加熱 し た 場合 や が 生じ 難い こ 
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第 1 #z 
ee BY YE OP OY TR 酸化 生成 物 
20 d(A) | I/Ip hkl ae om 20 ath) PI, 
28.6 | 3.1210 47 98.5 | 3.1818 | 100| B 
29.3 | 3.0480 100 111 5.183 | 5.487 || 29.3 | 3.0480 24| A 
30.0 2.9785 65 B 
32.6 | 2.7466 20 002 = 5.493 || 32.6 | 2.7466 60 | A 
33.1 | 2.7063 15 33.3 | 2.6905 ee | 3B 
33.9 | 2.6442 21| B 
34.6 | 2.5923 18 200 | 5.185 = A 
47.8 | 1.9028 16 A728. 129028 5S al lears 
48.3 | 1.8842 30 202 | 5.184] 5.488 |! 48.3 | 1.8842 ily) aN 
49.0 1.8589 26 B 
51.8 | 1.7648 At a8 
55.7 | 1.6502 i900 B 
56.1 |1.6393 15 310 5 .184 = A 
56.7 |1.6234 31| B 
58.6 | 1.5752 13 58.8 | 1.5703 21| B 
平 均 5.184 | 5.489 


と る も, BROMPMMAWO CRILMBERA NAW IL CHR CHS. 
以上 の 結果 か ら 筆 者 は A を フェ ル グ ソ ン 石 の 回 折線 と 考え , 格子 恒 数 を 求め た と ころ 
ag=5.184A, co 一 5.489A の 結果 を 得 た 。AB の 回 折線 を 比較 する と 第 1 表 と な る 。 
4. 結 語 
フェ ル グ ソ ン 石 は 700°C の 加熱 で 結晶 化し , 正方 唱 系 ay—5.184A, cp=5.489A の 


結晶 格子 と な る 。 東 に 加熱 温度 を 高め る と , 結晶 は 次 第 に 分 解 し , 構成 元素 の 各 酸 化物 或 
い は 更に 複雑 な 酸化 物 と な る 。 
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1) Barth, T., The structure of synthetic, metamict, and recrystallized 


fergusonite — The structure of Risérite. Norsk. Geol. Tidskr., 9, . 23~39,. 
1926. : 


2) Berman, J., Identification of metamict minerals by X-ray diffraction. 
Am. Min., 40, 805~825, 1955. 
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本 邦 産 アイ タダ 鉱 (CusFeS。) に つい て 
On idaite (Cu;FeS,) in Japan 


ry 内 te pe (Tsunehiko Takeuchi) * 
南 部 PS 夫 (Matsuo Nambu) ** 


Abstract : The authors have arrived at the following results upon 
studying the idaite-bearing ores from ten different localities in Japan. 

1) Idaite have been found in several deposits in Japan. The speci- 
mens from Yakuwa Mine, Yamagata Prefecture, have been unequivocally 
identified by X-ray powder method. The number of sites yielding idaite 
in Japan is expected to increase with further study. 

2) Idaite occurs in the secondary enrichment zone of copper deposit 
in the form of secondary decomposition product of chalcopyrite and bor- 
nite, except in two sites, where it is present as final crystallization product 
in copper deposits formed under low temperature and pressure. 

3) Hypogene idaite is contained in small quantity in bornite, to- 
gether with digenite and chalcopyrite. Supergene idaite forms lattices, 
lamellae and veinlets buried in chalcopyrite and bornite. In some cases, it 
forms films between chalcopyrite and supergene chalcocite, or replaces 
pyrite in company with supergene chalcocite, digenite and covellite. 

4) The process of secondary enrichment and oxidation of chalco- 
pyrite and bornite may be summarized as follows ; 


chalcopyrite — supergene bornite chalcocite cuprite 
Fidaite = digenite > tenorite 


hypogene bornite covellite native copper 


1951 年 , BHR) は 青森 県 上 北 鉱山 か ら , REAPER Lab, し か る も 
顕 状 な 異 方 性 を 有する , いわ ゆる “orange bornite’ MHL, この こと に つい て は , 
+ CIM Lito TZ OSKHMNX 1916 年 に , Murdoch3) に < よ ょ つて , 簡単 で は ある が , は じ 
CH SAME BOS AaR X N72. 1937 年 に Merwin お よび Lombard’) が Cu-Fe-S 
系 の 研究 結果 を 発表 し た 際 に , 化学 組成 が CugFeS。 CH AZMILMOFET AD, この 化 
合 物 が orange bornite に 該当 する 可能 性 を 述べ て いる 。 こ れ と は ほぼ ば 同様 な 見 解 が , 


* 東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉱床 学 教 替 

** RAL RABE TIT 

1) 竹内 常 彦 , 南部 松 夫 , Boe, 7, 133-136, 1951. 

) MARE, 南部 松 夫 , BRI, 岡田 広吉 , 鉱山 地質 , 6, 25~37, 1956. 

) Murdoch, J., Microscopic determination of opaque minerals, 64, 1916. 
4) Merwin, H.E. and Lombard, R.H., Econ, Geol., 32, 203~284,1937. 
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1948 年 に , Grigorjéw)) に よ ょ つて 更に 明瞭 に 述べ られ て いる 。 

Orange bornite の 産出 は Murdoch の 記載 以来 , 世界 各地 か ら 報 告 さ れ , Ramdohr?) 
や Orcel3) 5 ら に よっ つて , B+ MULWAAGMAMAADN CS. し か し 結晶 構造 や そ 
の 他 の 詳細 な 性 質 に つい て は 不明 の ま ゝ に 残さ れ て いた 。 し か る に 最近 Frenzel4) は 西 
南ア フリ カ の Ida 鉄山 か ら 産 し た CusgFeS。 の 化学 組成 を 有する 鉱 物 を 研究 し て , この 
結晶 構造 (六方 唱 系 , a)=—3.9040.03A, cy=16.9540.12A, co/ao 一 4.346, z=1) を 
明か に し , これ を 産地 に 因 ん で アイ ダ 鉱 と 命名 し , POT AYRE orange bornite OH 
下 の 性 質 が 全く 同じ で あぁ る こと を 確認 し た 。 

筆者 ら 5) 1 yO CHER OPE EART ZANT, 本 邦 各 地 の HORROR LHS 
び 三 次 富 化 帯 の 鉱石 の 鉄 物 組成 と 組織 を 研究 し た 。 こ の 際 , HHRKO— MMS KADER 
に 変化 し , し か も この 導 銅 鉄 の 一 部 に 顕著 な 異 方 性 を 認め た 。 FH, Frenzel の 研究 結 
果 に 鑑み , 前 回 取扱 つた 試料 を 詳細 に 再 吟 味 し た 結果 , AGB LUAGM EAR, Frenzel® 
に よ ょ つて 記載 され た “blaubleibende covelline’?) を 上 北 讐 山 以外 の 数 鉱山 で 確認 し た 。 

第 1 図 に 本 邦 の アイ ィ イダ 鉄 の 産地 を 示し た 。 い ず 

BIB AMOT AS ROR れる も 筆者 ら が 見 出し た も の で ある 。 これ ら 産 地 の 


KR 5 B)\ AFI FL P+ BROT AT RS BH 
し , XARA RD 5 YAMS ZZ LAER 
HA 上 この 報告 で は 八 久 和 和 鉄山 の も の を 中 心 に し , AH 
- の アイ ィ イダ 鉱 の 産 状 ・ 共 生 関係 お よび 成 天 に つい 
eS era : 
a て 概 報 する 。 
soe me 2. WAR A MERLE 4 Yet 
FaAya__Vv — » 
Hi fas (1) 地質 お よび 鉱床 ASKIN 
用 村 に 位置 し , 三池 ・ 焼 松 の 2 鉱床 か ら な る 。 三池 
ke Xu 


SIAR BA LUXE fie BO OS RE & 7 SHINN 
ST SHaRiWebBLURWUeR Swe kOT 
AREER VCE S NCW So SARI TE PSS AS 
JERE ST SZ realm ME UF FERRARI LL 走向 は 
N80°W で ,!70°N Vote, 脈 市 は 数 cm ょ り 
20cm 内 外 の 間 に 膨 縮 し , 脈 の 両 力 は 絹 圭 母 化 お よび 坦 長 石化 作用 を 受け て いる 。 
GLANLDEDAGR + SE PIGK + HOKINGKE LUBREEEL, 他 に 初 成 鉱石 鉱物 と し て , 少量 


1) Grigorjéw, D.P., Mitt. Miner. Ges. d. UdSSR, 78, 32~42, 1948. 


2) Ramdohr, P., Die Erzmineralien u. ihre Verwachsungen. 2 Aufl., 383, 
1955. 


3) Orcel, J., Bull. Soc. Franc. Min., 66, 435~451, 1943. 


4) Frenzel, G., Neues Jb. Miner., Mh., 42, 1958., Neues Jb. Miner. Abh. 
93, 87-114, 1959. 


5) WARE, 南部 松 夫 , 鉱山 地質 ), 3, 247, 1953. 

6) Frenzel, G., Neues Jb. Miner, Abh 93, 115-132, 1959. 

7) この 鉄 物 の 詳細 は 追 つて 報告 の 予定 で ある 。 KU CLI OMME MEOHILS HT 
記載 する 。 
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DERGRSE + DRALEKRSE - T70SK - BY 
良好 な 対称 納 状 構造 を 示し , 
お ょ よび 黄 鉄鉱 一 班 鉛 鉱 
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の 場合 , 


SMB KO RK SA ak — Bey 
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eX 8 
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see, 
a5 : RBIS, 


Bore 
Gas 


PERILS A E ete < YAR Sy Bec 
さき に , 如 熟 実験 が 行わ れ , 固 


ょ つて 生じ た 標 式 的 な 格子 


HESS £ UPTO RBA CU So 銘 脈 は し ば し ば 


OGM + BESTS AT 


agit) 4 帯 を 区 別 し 得 る 。 CN SAO A SPERIG TY FORE 


a ‘いる 。 


落 体 形成 温度 と し て 


DR 組織 (開放 = コ ル , x170) 


b: Ap shilize, c: Ei GL [ 産 , 
初 成 竹 銅鉱 ,) Bos : — yeilysRA, 


FARE 0 


1) 伊藤 建 三 , TARE, 南部 松 夫 , 地質 , 58, 262, 1952. 
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380°C (50hr 加熱 ) が 求め られ て いそ る 。 

(2) ARMS LOPBMOM RA ABROMR IEMA ORAL LV ARILS 
EUIRBILE ZY COZMMBOD PIAS KC 0 SURGE LCS GR + BEB 
Gh SRE 7 ATG TLE - MAB LUGRAERHET So 

AMROMMB LUA AIL CRE LO CAN, これ ら の 内 側 の 黄 鉛 鉱 
の 1 部 は な 分解 し て , 1 方向 に 配列 する 薬 片 状 の アイ ダ 鉱 を 分 裂 さ せ て いる 。 ま た 稀 に 格子 
状 あ る い は 脈 状 を な すこ と も ある 。 第 2 図 -a CHARA LMREAT TATA, Al 
目 よ り 輝 銅 鉄 と 鉛 藍 に 交代 され て いる 状態 を 示し た 。 つま り 中 心 部 か ら HPAII CA 
ZE(CH RGR 7 4 7 SAC PRG HERE SK + SARE OME ECHIL» BAGS T 4 VERE, 
PROTO - REVELL ELL ERMLTWSZo ERPMRA ALA NSYS D> IPRA 
の 場合 と 同様 な 共生 関係 を 示す アイ ダ 鉱 が 認め られ る 。 

(3) アイ ダ 鉱 の 鏡 下 の 性 質 =WMKOT 1 TRL OYMMRACH POHB? BIR 
に 示し た 。 こ の 表 で 明か な よう に , 両者 の 反射 色 お よび 硬度 は ぽ ほ 同じ で あぁ る 。 し か し 斑 
鉛 鉄 に は 反射 多 色 性 お よび 異 方 性 が 認め られ な い の に 対し , アイ ィ イダ 鉄 は 両者 共に 極め て 顕 
BCHSZ. TRY OES ORN GILAE EZ L ae CPEKEE CAEL, か つ 十 字 
= コル 直 で は 前 生 回 明瞭 に 消 色 し 745“ OME CEMA LOABKEKCAS. ER Baw 
験 に お いて , HEMBMIS HNO; HEU KCN と 顕著 に 反応 する が , アイ ダ 鉱 は 殆 ん ど 侵 さ 
れ な い 。 こ の よう な 性 質 は Ramdohr!), Orcel®), Frenzel3) ら の 結果 と よく 答 合 する 。 

(4) RAMA (ORKOMAULARHMBBILUBPTRERAL TCT, 二 次 的 斑 鋼 
鉱 が 存在 する こと は 前 述 の 通り で ある そる 。 二 次 斑 鋼 鉄 は 鏡 下 で 通常 等 方 性 を 示す が , 稀 に 種 
々 の 程度 の 異 方 性 が 認め られ る 。 し か し 後者 に お いて る BAAR LSA MBERR ES ¢ 
同様 で 庄 き の 点 で アイ ダ 人 鉄 と 区 別 さ れる 。 

この よう な 琉 鋼 久 の 1 部 に 鏡 下 で 異 方 性 が 認め られ る こと は 周知 の 事実 で , AFSC 


第 1 表 /\A RISA PEDERI ET 4 Y SRO BEE DOMED LR 


BE 鋼 鉄 x 4 Os 
{, 3 fm Cu,FeS, Cu;FeS。 
結 HA AR 等 軸 2 
RE 紅 褐 色 ARE 
硬 度 B b 
RAS & Te 認め られ な い i =e 
ae Fy 性 殆 ん ど な い fe 73 Ae 
| | ; - ‘a Ted 
HNO, (1: | 直ちに 発泡 , 灰 窟 色 に 変 ず る | 徐々 に 褐色 化 , 叉 は 犯さ れ な い 
| HCl (1:1) | 反応 し な い 反応 し な い 
fi KCN (2096) | 黒神 色 に 変る 典 か に 変色 する 
aA FeCl; a TR Gc ZEET SH 多 色 福 色 に 変る 
Be; HgCl, (596) | 反 褒 し な い 反応 し な い 
KOH (40%) | FRA ERIS LAV Fa E RIS 


1) Ramdohr, P., Aff, 
2) @xcel 前 出 。 
Se 


ise) 
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FREY に ょ つて , SHRM BORAHEPMRORRMARAN TOS し か し 生野 鉄山 
D% ODO BAARIL iG OPEL bE —BLL, LONDST 4 TERCRA Vo 

まな た 他方 , PRES. は じ め , 人 工 試 料 に つい て の Lundqvist HEU Westgren?) 
の 研究 に よ つ て , BHA, ZAHER Fd3m, a—10.93A で あぁ る こと が 述べ られ , Tunell 
お ょ よび Adams3) は Carn Brea Mine 産 の 単 結晶 を 研究 し , 等 軸 品 系 , a—32.81A と 
いう 結果 を 得 て い る 。 また Frueh*) は Bristol 産 の 単 結晶 を 研究 し , SHAM a= 
b=21.94A, c=10.97A と いう 結果 を 得 ,) これ を 加熱 する と , 170~220°C で 等 軸 唱 系 , 
a=10.97A に 転移 する こと を 報告 し た 。 つ まり 竹 鉛 鉄 に は 高温 型 と 低温 型 が あり , 両者 
は order-disorder の 関係 に ある こと を 示し た 。 最近 Donnay, Donnay お よび 
Kullerud®) は Coppar Corp. Mine 産 の 単 結晶 を 取扱 つて , 等 軸 品 系 , ZeRAEe Fd3m, 
a=21.9440.06A の も の と , MAHAR a—b=21.90+40.06A, c=10.9540.03A の も 
の が 混在 する こと を 明か に し た 。 こ れ ら の 研究 に よ つ て , 低温 性 夷 負 鉱 に は 少く と る も 結 品 
構造 の 異な る 3 種 の も の が 存在 する こと が 判明 し た 。 (Lundqvist ら の 研究 は 弱い 廻 折線 
DIRE RID, SRAM TZ 0) 


第 2 表 TAF HOAMHAGIR 


Tavis Township, Algoma Dist. 
LTR) A RSL Ontario. SN (1959) : 
d(A) I d(A) I hkil 
3.37 Ss 3.35 ss 1010 
ieee s 3.20 S48 1011 
3.06 Ves 3.05 Set 1012 
3.03% vs 
2.97 vw 1013 
2.82 m 2.81 m/s 0006 
2.69 m 2.68 m/s 1014 
1.93 m 1.92 m 1122 
1.86 S 1.85 s /m 1123 
1.64 S 1.636 SS 2023 
1.60* vs = 
Mews Vw AWA s 2024 
1325 m 
1.20 s 1.205 Sus 000.14 
{Cig Ss 1.108 SKS 3033 
1.08 s 1.080 S/S 202.12 
1.07 Vw 


* : RPE MST HR 


1) 中野 長 俊 , #Gk, 10, 136~140, 1933. 
2) Lundqvist, D. and Westgren, A., Arkiv for kemi, Mineralogie och 


Geologi, 12B, 1~6, 1936. 

3) Tunell, G. and Adams, C.E., Am. Minerl., 34, 824~829, 1949. 

4) Frueh, A.J., Am. Minerl., 35, 185~192, 1950. 

5) Donnay, G., Donnay, J.D.H. and Kullerud, G., Anual Report of the 
Director of the Geophysical Laboratory for 1957~1958, 248 ~249. 
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し た が つて , 低温 生成 物 で ある 一 次 夷 銅 鉄 に 異 方 性 が 認め られ る の は 甚だ 合理 的 と いう 
べき で ある ろう 3。 KRKORAVERMGL T 1 Y ROMM OMB ASME KC, TERS 
{, MBABTLE OCHS 5.6 

(5) X@OKRMR HWMIROT 1 TMM LUPEMBAS tC MICKREL TH 
る た め , これ の み 取 出し て , 化学 組成 を 吟味 する こと に は , いま だ 成功 し て いな い 。 WE 
FAP GK L BMG OMRECRIEIE 40 : 60 の 試料 の X 線 鎌 末 写 真 か ら 求 め た 面 間 距離 お よ 
び 比 較 濃 度 は 第 2 表 に 示す ご と く で ある 。 条件 は 半径 30.25mm の カメ ラ を 用 い , WE 
MIGk, 電圧 35kV, 電流 OMA で あぁ る 。 こ の 結果 は 同 表 に 儀 記し た Frenzel) MHA 
た Tavis Township 産 ア イダ 銘 の 結果 と よく 一 致す る 。 な お 本 表 中 の 印 を 付 し た も の は 
混入 し て いる 黄銅 鉱 の 廻 折線 で ある 。 


3. 本邦 の その 他 の 産地 の アイ ダ 鉱 


本 邦 に は 上 北 鉄 山 お よび 前 記 八 久 和 鉱山 の 外 , 8 鉄山 か ら ア イダ 鉄 の 産出 が 知ら れ た 。 
し か し いずれ の 場合 も , 他 の Cu-Fe-S KRM BMLARE L CHI SR: RNR 
鏡 下 の 性 質 に よ つ て 同定 され た も の で ある 。 WFINSIOW THAT So た だ し 74 
ダ 鍼 を 産 す る 鉱山 の 多く は 小坂 ・ 花 岡 両 鍼 山 の ご と く , 周知 の も の で あり , か つ 筆 者 ら 2 
DEE ICS L Te Fy RGR D PERE EEL CW SOC, 本文 で の 銚 呆 ・ 鉱 石 の 詳細 な 記載 は 
省略 する 。 

(1) 山形 県 赤 山 鉱山 産 ア イダ 鉱 本 鉱山 は 上 ノ 山 市 に 位置 する 。 この 鉄 床 は 第 3 紀 中 
新 世 に 属す る 凝 実 岩 お よび 流 紋 岩 中 の 弱 線 に そう 多 染 な いし 網状 鑑 鉄 床 で , 鉱石 は 黄 鉄 
鉱 ・ 黄 銅鉱 ・ 夷 鉛 鉱 お よび 石英 を 主 と よ とし, POLRORMNR FEE OMRAARSK LOT 
蒼 鉛 銅鉱 を 伴 つ て いる 。 釣 床 上 部 に は 酸化 帯 お よび 三次 富 化 帯 が 発達 し , 両者 は 赤 氏 鉄 ・ 
FLEA: ESAS, RAR IGK - PRE - TR PMGKA A ECHO SNCS ETRE 
BOUL RAIC k SHE RARE EN TOS 

TAS MILKS Cty OBB AICHERIR : 格子 状 お よび 脈 状 を 示す も の (市 0.01~ 
0.003mm, 長 さ 0.1 へ ~0.3mm 程度 ), BRYAVC L ABEMTGK EE ARGKAS ORAL AD 5 BPE 
BAGR & EFCC TW SEO (第 2 図 -b, FA CAT 4 HSK PEMMGK EY D> we 
撮っ て いる ), お よび AER - MINS LOMMECKOT, MAB LURKER 
則 に 交代 する も の の 3 種 が 認め ちら れる 。 な お , ABKROMGA k UPEMGA—H AAG IR 
共生 体 の 加熱 実 険 は , TCL) HLVHARRE - CARY rc kot bNTt 
いる 。 

(2) 山形 県 王者 峰 鉱 山 産 ア イダ 鉱 東田 川 郡 朝日 村 に あり , 前 記 八 久 和 人 鍼 山 の 南方 約 
3.5km に 位置 する 。 鉱石 は,6) (XRG L CHIRGK +» HACK L UBER Gok eS 
存在 し , SRSA EL CHERAGK - TT RETGK + PAE - BEMTGR - 7 4 K+ ARAGK - BARB. 


1) Frenzel, G., AiH. 

2) WARE, 南部 松 夫 , 選 研 工 , 11, 211~216, 1955. 

3) 竹内 常 彦 , 南部 松 夫 , HWE, 56, 250, 1950, Shine He, 4, 172~176, 1951, 
4) TERME, ILC eeR, 4k, 34, 29~39, 76~87, 1950. 

5) 渡辺 亡 次 郎 , Gk, 19, 241~248, 1938. 

6) TARE, PUBS, 鉱物 誌 , 1, 374~379, 1956. 
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FLEAS LUSRARAY SENG. 

TASB 0.05mm 内 外 の 脈 状 を な し て , MHKE BOTS PRIOF AIH 
は 交社 鉄 ・ 方 煙 銅鉱 お よび 鋼 藍 に 交代 され , PRPAOK UCB AIA ROR E LC, 黄 鋼 人 然 や 二 
次 班 鉛 鉱 と 共に 包 有 され る こと も ある (第 2 図 -c)。 

(3) 福島 県 与 内 畑 鉱 山 加納 鉱床 産 ア イダ 鉱 耶麻 郡 熱 塩 加 納 村 に 位置 する 。 UE 
A PICMG T SBI C, GRAIL IEG » SPER - HGAGK - BARRSAGK - HAE - HE - 
HmA ABKLUBAE LY) OTS. BARI MO PAKS RGR SREB LUT 4 
FRCIREBILEN TSH. FA FPBiliH 0.01~0.04mm 程度 の 脈 状 お よび 工 片 状 を な 
し て 黄 鉛 鉱 に 含ま れ て いる 。 

(4) 秋田 県 小坂 鉱山 産 ア イダ 鉱 ARTI RORKRMOIM ALB YD AS 
れ た 。 すなわち , OMAO RRS PAG - HRB LUT LY RCH LANCTHR 
色 鉄 と な つて いる 。 ア イダ 鉄 は 上 記 二 次 鉱物 と 密 雑 し て 0.01 へ ~0.06mm AOA H 
WAG ito 

(5) 秋田 景 花岡 鉱山 産 ア イダ 鉱 ARNOT 17s 2 MHORBRERT. 1 つ は 党 
屋敷 鉱床 に み ら れ る よう に , BRBBLOMMREELL, 多少 の 問 亜 鉛 鉄 ・ 方 鉛 鉱 お よ 
CORRBLE SE BADPRAD PicAMA eR (0.01mm AY) を な し て 含有 され る 。 
COB SAREE ZI CAO, アイ ダ 鉱 は 初 成 的 に 品 出 し た も の で あろ う 。 th 
の ! つ は 神山 鉱床 の 二 次 富 化 を 顕著 に 受け た 鉄 石 中 に み ら れ る も の で , 黄銅 鉱 の 分 解 物 と 
し て , 市 0.02mm 程度 の 薬 片 状 を な し て いる 。 

(6) 静岡 県 河津 鉱山 産 ア イダ 鉱 AGI OBMEGRD 1 Bick BERAGK - HE PAGK « BKK 
鉱 を 主 構成 鉱物 と する 鉄 石 が あり , アイ ダ 鉄 は この よう な 鉱石 が 二 次 富 化 を 受け , Wa 
Gh» FNAB + FREDO BSA LLL fe 部 分 の 琉 銅 鉄 お よび 黄 銅鉱 の 分 解 物 と し て; 0.1~ 
0.01mm 大 の 粒子 また は 巾 0.01mm 内 外 の 薬 片 状 お よび 脈 状 を な し て いる 。 

(7) 青森 県 天下 椅 鉱 山 産 ア イダ 鉱 本 鉱山 は 下北 郡川 内 村 に 位置 する 。 銘 床 は 第 3 紀 
中 新 世 に 属す る 緑色 北大 岩 ・ TEMA BIKURWA RII T S ROR LU RRA 
黄 伯 鉱 一 石英 脈 よ りな つて いる 。 黒 鉱 の 初 成 鉱石 鉱物 は 黄銅 鉱 ・ 隊 亜 鈴 鉱 ・ 黄 鉄鉱 お よび 
GHEE AY, TAP PILAW SIGS N7RME Pic 0.1~0.05mm OIE A F Feld 
MRIRE LTB SURGE L CLM - HARPS LUPE HS. 

(8) @BRAWMUWET 12H SUIS ARRON ICES 40 花 賠 岩 と 古 生 層 中 
DAKE DEED CRIA T ZAGLELD BEAM ACRGAR C, GAIL DERACL - BRICK - PARAS 
よび 石英 より な つて いる え 。 EP BERG AICI BRA IC SRF RIG BRN EA CWSo 
GAA tH CEB LVI BGE ZI, PCE RAST REEAD I b> 前 者 が 
BIWNIT AV RICKOCRRE MN, 第 2 図 -d CAULK KIBT AS H-BMAROBLE 
状 共 生体 を 生じ て いる 。 


4. 本 邦 産 アイ ダ 鉱 の 成因 と 共生 関係 
筆 考 ちあ が さ き に 述べ た 上 北 鉱山 の orange bornite お よび 本 文 で 記述 し た 9 鉱山 の アイ ィ 
ダ 鉄 に よ つ て 明か な よう に , RHOT 1S Mis Hyer 6 MMA MHL 7h OL BRKOR 


天 化 作用 に 基く も の の 二 者 に 大 別 さ れる 。 
前 者 に 属す る る の な は 上 北 鉱山 第 2 上 ノ 沢 鉱 打 お よび 花岡 鉱山 堂 屋敷 の も の で , 何れ る も 黒 
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Sch OD AIRBE AGA PARAL LCE EN, DO LACKIUOWAN CER BB LO 


PRALABLO PI SENS BRR, こむ まで , 交代 鉱床 と する 


説 が 支配 的 で あつ た 


が 最近 に な つて , 母 岩 と 同 成 的 な 鉱床 と と く 説 る 出さ れ て いる 。 し か し 何れ に し て る も 低 
温 ・ 低 圧下 で 形成 し た こと に つい て は 異論 が な いで あろ う 。 アイ ダ 銘 は 前 記 黒 鉱 銃 味 の, 


し か る 末期 の 品 出 物 と し て , 斑 負 鉱 ・ 煙 銅鉱 な ど と 共に 産出 し て いる 
卓上 出 条 件 を 知る 上 で 注 朋 に 価 し よう 。 


Zh, CORMO 


上 記 2 RUNEOZWOT SMBUOF AP Riso 3 MRKROB(LH BLU 二 次 富 化 帯 
に 他 の 二 次 鉛 鉱物 と 密 雑 し , ある い は これ と 極め て 接近 し て 産 し , 不変 帯 に は 認め らち られ な 
い 。 し た が つて , この 場合 は 鉱石 の 露天 化 作 用 に 基く も の と 導 え られ る 。 露天 化 作 用 に よ 
る アイ ィ イダ 鉄 の 出来 方 に は 大 凡 2 つの 様式 が 考え られ , それ ぞ れ , 特徴 的 な 共生 組織 を 示し 


で いる 。 


ZO— OEE > RRBOL RNIN MLL CHET ZB CHS. この 場合 の アイ 
FY Shit BARE CRE IK + REFURB UCHRIR EARL, 稀 に レン ズ 状 ・ 粒 状 を な すこ と も ある 。 


他 の 一 つ は 二 次 的 斑 鉛 鉱 ・ 史 銅鉱 ・ TMRSIGK - 鉛 藍 な ど と 密 雑 し て 
より 交代 する 場合 で ある 。 こ の 好例 は 前 記 小 坂 鉱山 に 認め らち られ る 。 


他 鉱 物 の 粒 間 や 割 目 


斑 征 久 と 黄 鉛 鉱 の 共生 体 が アイ ィ ダ 多 化 され る 場合 に は 前 者 の 方 が 比較 的 容易 で , 赤 山 ・ . 
入山 両 鉱山 で 認め られ た アイ ィ イダ 鉄 一 黄 鉛 鉱 の 格子 状 組 織 は , この 性 質 の 反映 と 義 え られ る 。 


DERG & HE PAGKO BRL FAIL 7 4 Y GR Cu-S 系 鉱物 ・Cu-O 系 


物 の 順 で ある こと は 


BEM LO THM CHS Fo し か し RAG PICPER RAL 脈 状 を な し て 含ま れる 三次 
的 夷 鋼 鉄 の 1 部 の も の は , し ぼ し ば アイ ィ イダ 鉄 化 さ れ て いる 。 し た が つて , 両者 の 酸化 過程 


は つぎ の よう に 模式 化 さ れ よ う 。 


CuFeS, > Cu;FeS, | CusS Cu,O 
CF-b:19) ES ouch (sg 
Cu,FeS, >! 98 et) is = 

CS Ce ae alee 
(BEBE SL) (SARE) (BRR 


た だ し , SIGEMOB LOT ATG, CN SORILEEO PMARME LCRURC 


ある の か , ある い は , これ ら が 直接 Cu-S 系 鉱物 に 変化 する 場合 も 
に 多数 の 例 に つい て 再 吟 味 す る こと が 必要 で ある 。 


5. 要 約 


ある の か は , GRE 


AO LOGUE OT AYRE RL, この 鉱物 の 成因 を 次 の 3 種 に 区 別 し た 。 
a) 初 成 的 に 品 出し た も の …… 例 上 北 鉄 山 第 2 上 ノ 浜 鉄 床 , TE RGR LL AE BLO OE, 


b) 露天 化 作 用 に よる も の 
b-1) DERG - BR CKOAIRME LU CHET SOO 例 
b-2) 交代 性 鉱物 と し て 存在 する も の ……: 例 小坂 鉱山 。 


JAMBI, 外 多 数 。 


か つ 上 記 成 因 別 に よ つ て , それ ぞ れ 特徴 的 な 共生 組織 を 有する こと を 述べ た 。 


ea Sada 
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Druse mica in trachyandesite from Nokonoshima 


Island, Fukuoka Prefecture 


my 3h 


1. # 


Mill 


(Yoshio Oji)* 


山陰 及び 北九州 地域 の アル カリ 玄武 岩 中 に は BESS KMRL UC 多量 に ふく 


まれ て いる こと が ある 。 叉 , 品 洞 鉱物 と 


報告 する 。 こ の 実験 は 東北 大 学 瑞 


教授 に 深謝 する 。 


2. £ 状 


残 島 は 博多 湾 の 中 に ある 小島 で 緑色 片岩 , 花 賠 関 緑 岩 及び 第 三 紀 
IC, BOAT VAY SRSA LCoS 
FTUAVERBMATHED, FIVER ERE. F 


の 中 , a LEROM 


to MOE LAMAR b5NS. BPC hit LCM 
25~38), $7 v VEG (Hi) (2V7=51°) 及び 角 了 図 石 が ある 。 

角 関 石 は 不 規則 柱状 オ パ サ イト 緑 を 有 し 内 部 は 全く 分 解 し て 石 基 斜 長石 PV 
クレ ー ス , FYVEG, 黒雲 母 の 微細 な 集合 物 に 変じ て いる 。 BRILARA (Y=1.568, 


し て 多量 に み ら れ る 場合 が あり, KRABI 
面 玄武 岩 の 品 洞 雲 母 は 早く か ら 知 られ , 既に 神津 らち り 23) < よ つ て 詳細 に 報告 され て いる 。 
筆者 は 福岡 市 残 島 の 糧 面 安山岩 の 上 品 洞 雲 母 を 分 離し , 化学 分 析 を 行 
学部 岩 鉱 教室 に 於 て 行 な つ た 。 御 指導 を 賜 つ た 河野 義 礼 


な っ た の で その 結果 を 


LU RSZBREES 


7 v RABE ABA 


Mm KRaARUAKAGET 7 vy RAMEN Rei AHSNS. 品 洞 雲母 は これ ら 
EWA OB ALARA CID BRIG END o ALM EYES AB 


(2Va=84°~78°, Fa 


a=1.553, An60~48), WIMBA FI VY7V—-A, BER (2VY=73°, Fa47), チ 


yy WR (2VY=16°~42°, B=1.707~1.711) 及び 副 成 分 鉱物 と し て , 磁 鉄 鉄 , チタ ン 


RA, ik, & 


RKO 構成 され て いる 。 


る 。 そ の 産 状 は 六連 島 産 粗 面 玄武 岩 中 の 雲母 と 同様 で ある 。 KES 


RERE ABTHA. Ymax=—1.596, 2Ve 人 =0. Fay 


AMER 2 OFZ AOVEERICGRICEC THY, SOT DRORFLIR Hed FLX 


0.3mm 以下 , 褐色 。, 


MME L Cie eR FIV 


鉄鉱 及び 沸 石 が 認め られ る 。 KA? LNRM E bSURCHS 0 


福岡 学芸 大 学 福岡 分 校 地学 教室 
KOZ, Oo. 
Al 

KR 


and Yoshiki, B., Proc. Imp. Acad. Japan, 


, Pia rere, Hr, 5, 155~166, 1931. 
, #Ok, 42, 285~287, 1958. 
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G1 残 島 産 唱 洞 雲母 の 化学 組成 


ST 


wt. % Mol. prop. Oe as 
| 

SiO, 39.99 666 Si 2.95 
TiO, 3.45 44 Ts 0.19 
Al,Os 10.86 106 Al 0.94 
Fe,O3 2.64 16 Les 0.14 
FeO TTT 108 Fe” 0.48 
MnO 0.17 2 Mn 0.01 
MgO 19.55 489 Mg 2 
CaO 0.17 3 Ca 0.01 
Na,O 1.28 21 Na 0.19 
GO) 8.35 89 K 0.79 
H,O+ 4.33 241 OH 2.14 
HO 1.24 = 

Total 99.80 


1 2 3 | 4 
SiO» 39.99 40.11 33.60 36.12 
Li@s 3.45 3.86 5.79 Seo 
‘ALO; 10.86 9.89 14.47 12.18 
Fe,O3 2.64 3.20 7.00 EY 
FeO Ugh 7.40 11.20 15.40 
MnO 0.17 Ost 0.30 6:4 
MgO TOS 5) 19.99 11.56 12.15 
CaO Oak, none 2.39 1.82 
Na,O 1.28 2.61 0.41 1.15 
K,O 8.35 9.05 8.29 6.40 
H,O+ 4.33 2.46 S22 4.03 
H,0= 1.24 1.08 2.00 0.96 
F 0.29 
Total 99.80 100.05 100.13 100.69 
O=F 0.12 
y 1.596 1.605 1.659 RD 

Sy NT 応 地 鶴 見 IN aS IX AS 

1. AWARE, MMR, BS 

2. AT 7-4 PMSA, HL, ASS 

8. FIV RAR Miike No. 607, 諸 津 

4, 


FY REAR ty Y= No.1305G, Het 


3. 化学 組成 
化学 分 析 を 行 な つ た 圭 坪 は 先 づ ピン セッ ト で 坪 岩 より 摘出 し , AKA PEERS, SEHR 


鏡 下 で 不純 物 を 取 除き , 分 析 に 供し た 。 そ の 結果 は 第 1 HIRT INC CHS. LOKI 
る 如く , ABA ALOs 及び FegOs+FeO ZL<, MgO に と ん で お り , HE 


= に 


Fe 


Wks 
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近い 組成 を 示し て いる 。 O=10 ELT, 本 雲母 の 化学 式 を 算出 する と 次 の 様 に な る 。 
(OF) 9.14 (Ko.79 Nag.z9 Cao.01) 0.99 (Fe%o.48 Fe’o.14 M82.17 MNo.01 Tig.199) 2.99 (Alo.oa 
Siz.95) 3.89 O10 
CBA DEAT, (OH)。KMg』 (AISI) Oyo 
MSDE LC Do 


4. fbH ESS t OR 


本 邦 の アル カリ 岩 中 の 雲母 の 化学 組成 を 比較 する た め に 第 2 表 に HHS HRA 
ERE HOMMES MABLOT AD) MMKRERUtY VHB 中 の チタ ン 黒 圭 
母 *) の 化学 分 析 値 と 屈折 率 を 示し た 。 六連 島 の 雲母 は 従来 アノ マイ ト 式 圭 母 と し て 報 ぜ 
られ て いる 。 こ れ ら 二 つ の 品 洞 雲 母 の 化学 組成 を 比較 する と , 大 体 よ く 一 致し た 組成 を 款 
し て いる 。 し か し , 残 島 の も の は Al20。 と H,O が 明らか に 多く , Fe,0,, Na 及び 
K,0 は 顕著 に 少 い 値 を 示し て いる 。 又 講 津 地方 の チタ ン 黒 雲母 と 比較 する と , BBRU 
六連 島 の も の は SiO。, Na20O 及び KK20 が 明らか に 多く , HO を 除く 他 の 成分 は むし 
ろ い ち じ る し くく 少 い 。 と くに TiO,, Fe,O,+ FeO, MgO, CaO (22 COMRUKE 
い 。 屈折 率 に つい て る ゃ も 残 島 及び 六連 島 の も の は 諸 津 地方 の も の に 比べ て 低い 値 を 示し て 
いる が , これ は TiO, 及び Fe,0O,+ FeO の 含有 量 の 少 い こと に 起因 する も の で あろ 3 う 3。 

上 述 の 如く , 山陰 及び 北九州 アル カリ 去 武 岩 中 に 上 品 洞 鉄 物 と し て だ け で な く , 石 基 中 に 
比較 的 多量 の 黒雲 母 が ふく まれ て いる 。 こ れ ら の 両者 の 聞 に , 残 島 及 び 六 連島 の 上 品 洞 雲母 
と 諸 津 地方 の アル カリ 岩 中 に 見 られ る 様 な 顕 閉 な 相 異 が 存在 する か どう か は 極め て 興味 
ある こと で ある 。 一 方 , 青木 3) は 巨 岐 島 附近 の アル カリ 岩 中 の 圭 古 を チタ ン に と む チ タン 
黒雲 母 で あろ うと 推定 し て いる 。 これ ら の 問題 に つい て は 俗 将来 検討 し た い 。 


1) AI, 鶴見 志津 夫 , 前 出 , 1931. 
2) Yagi, K., Bull. Geol. Soc. Am., 64, 786~787, 1953. 
3) Aoki, K., Sci. Rep. Tohoku Univ., Ser. III, 6, 280, 1959. 
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a 
g 


EMS BOOYAH AEOLH BR 
Basalts in the vicinity of Kuchinotsu, Nagasaki Prefecture 


iy AX 4i¢ (Takashi Yamamoto)* 


Lo (Soba = 


島原 半島 の 南端 , 長崎 県 南高来 郡 ロ ノ 津 町 附近 に は 新 第 三 紀 層 を 貧 い て 噴出 し た 云 武 岩 
類 が 赴 出 する 。 こ の 附近 の 地質 お よび 岩石 に つい て は これ まで 区 田 り , Ogawa お よび 
Homma?), 井上 ら の 研究 が 知ら れ て いる 。 了 欧 田 に よれ ぽ , 当地 域 去 武 岩 は 雲仙 火山 活 
動 の 先駆 を な し て 第 三 紀 末 な いし 第 四 紀 初期 に 噴出 し た も の で , AHAB, AER 
上 原 お よび 土 平岩 に 分 布 す る 。 筆者 は これ ら 玄 武 岩 類 に つい て 野外 調査 お よび 顕微 鏡 的 愉 
びに 化学 的 研究 を 試み た 。 その 概要 を 述べ る 。 


2. WRB LUGE 


AR OMAILEL  CHBEMBEBLUMALME CNt RS RETSxER 
岩 類 , 角 阿 石 麗 岩 より 構成 され る 。 

ERB 本 地域 附近 の 玄武岩 類 に は 1) ソレ アイ ト 質 か ん らん 石 去 武 岩 2) アル カ 
リ か ん らん 石 玄武 岩 の 2 種 が 認め ちら れる 。 

地質 図 (第 1 図 ) に 示す ご と く 口 ノ 津 町 早 崎 附近 に 赴 出 する 支 武 岩 類 は ソレ アイ ト 質 支 
武 岩 で あぁ あり, Sail, 鳳 上 岳 お よび 上 原 附 近 の も の は アル カリ か ん らん 石 云 武 岩 で あぁ つて , 
前 者 は 後者 に 比較 し て その 分 布 は 狭小 で ある 。 VV IT1 RAL EABERBIRBLT DV 
カリ »L EVAR ates t OHO ROM RLY bm. し か し ロロ ノ 津 町 西方 附 
近 の 人 克 層 中 に 含有 され る 玄武 岩 礎 は 下方 部 に お いて は 主として ソレ アイ ィ イト 質 去 武 岩 で あ 
り , 上 部 は アル カリ か ん らん 右 支 武 岩 訂 多く 含有 され て いる 。 又 地 形 よ り 推 し て る も ソレ 
アイ ト 質 去 武 岩 が アル カリ 質 玄 武 岩 よ り 早 期 に 噴出 し た も の と 考え られ る 。 

3. YRBRORBAYy Mice 

1) YU7 4 Ra SLA Ak ACL 7 EE PE BAP PS Ae 
き , CME MO CML eka tt L CHM So AAS AIRINC IRE Le 
し , 班 品 と し て か ん らん 石 が 認め られ る 。 

GPCL, EELCHROMMRARA BAWICG, SON, RRO, FH v BROKE 
りな り オ フィ テッ ク 石 理 を 呈す る 石 基 中 に か ん らん 石 を BEML LIES 局所 的 に まれ に 


* 九州 工業 大 学 鉱山 学 教 過 

1) BAKE 地質 , 20, 150~162, 1913; 震 予 , 84, 1.102, 1916. 

2) Ogawa,T. & Homma, F., The geology of Unzen volcanoes, guide book. 
of excursions 3, Pan-Pac. Sci. Cong. Tokyo, 1926. 


3) 井上 正明 , 福岡 学 大 紀要 , No.3, 1953. 
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SIN ロフ ノ 津 附近 地質 図 


2 ん らん 2 
3. faliAua 4. 第 三 紀 層 


wi ae = 


cad 
早 崎 , << 


ERE DHL LU CeBTS (第 2 図 )。 
Ba mA SAAMI 2x1.5mm 以下 部 分 的 に は 可 成 り 多量 含有 され る 。 殆 ん ど 大 部 分 


ィ デ ィング ス 在 化 お よび 蛇 紋 右 化 作用 を 受け て いる 。 (+)2V=88°~ 80", Fal8~ 34, か 


106 BBR MRR BB 


ASA AREOLA FR ICAROBERMAMAK LOTHENTWHSo 
WEEE AX X 0.6x0.5mm, YES LUBE. CAZ=45°, (+)2V=58°~52° 
BH AGSROSGRRKARA SROMMBA Cvty Be RR BRA, 
FIVER, FIABELUTI-VIV-AEVRUN ATA Fv 7 RBtST So. 

SS Ax ny=1.566~1.558, An72~An56. MAG’ L CHHAS LUL EOL 
YAY RADA SN, RUCRBSRE 7B LMBAEOMLE AS REET o Hii 
RBS VRB > LSE, CA Z=42°~40°, (+) 2V=45°, Cv Fv Atk CAZ=37° 
~33°, 2V=0° 

SRARERAL ENCES RAND PRRMILEE 0.02mm 以下 , AMAIA Man CF 
量 含 まれ る 。 ア ノー ソ ク レ ー ス は 少量 , 間隙 充填 的 に 上 唱 出 し て いる の が 認め られ , ERM 
か の グラ ス を 含有 する 。 

以上 の 他 に 局所 的 に 黒雲 母 , 角 関 石 が 含有 され る こと が ある 。 な お 挿 氏 結 品 と し て まれ 
に 石英 を 含有 する 。 又 花 税 岩 質 捕 獲 岩 が 認め られ る 。 

2) アル カリ か ん らん 石 玄武 岩 ASO 7 RAALRAOR LE (409.8m), 上 原 附近 
お ょ よび 北西 方 の 愛 容 山 (291.4m) に お いて 新 第 三 紀 層 を 貰 き , これ を 被 つ て 露出 する 。 

岩石 は 肉眼 的 に 溢 灰 色 な いし 暗 灰 色 を 時 し , 統 密 で ある 。 斑 品 と し て 多量 の か ん らん 石 
が 認め られ る 。 肉眼 的 に は 前 述 の ソレ アイ ト 質 支 武 岩 に 比較 し て 一般に か ん らん 石 が 多 
Wo GEPRIC, 斑 品 と し て 多量 の か ん らん 石 お よび か な り 多 量 の 単 斜 交 石 が 認め られ る (第 
2 図 B)。 

Hida か ん らん 右 は 長径 2.8mm 以下 , 普通 は 0.8mm 程度 が 最も 多い 。 殆 ん ど 大 部 
分 が 蛇 紋 右 化 お よび イデ ング ス 石 化 さ れ て いる 。 (4+) 2V=89°~86°, Fal6~25. BA 
RAIS HB LOUSY vy RRA NSD, 普通 煙 石 は 長径 2.5mm 以下 , RE, 
cAZ=44°, (+) 2V=58°~55° FF v PRAISE, (+) 2V=55°~53°, B=1.690 

石 基 変容 山 附 近 に 赴 出 する 云 武 岩 と 属 上 岳 , 上 原 附 近 に お ける も の と を 比較 する と 両 
者 の 間 に は 石 基 の 構造 お よび 鉱物 組成 を や ゃ や ゝ 異 に する 。 すなわち 前 者 で は 石 基 は 間 粒 構造 
EL, EE LCFZHCARA SROMAMA DALAA BRR チタ ン 鉄 鉄 よ り 
な り ま れ に 角 関 石 を 含有 し , 少量 の アノ ー ソ クレ ー ス , 吐 福 色 の グラ ス を 含む 。 

AEA, 上 原 附近 の も の は 前 者 に 比較 し て や ゝ 粗 粒 で , オフ ィ チッ ク 石 理 を 示す 。 構成 
SIN Cis fab LUBED TF ARRAY SN? 


4. 化学 的 性 質 


第 } 表 に 当地 域 支 武 岩 類 の 化学 組成 を 示し た 。 

No. 1 (iH JET RIO VY UT 4 b}BaLOABRERE, No.2 BEU No.3 Zn 
CNR BNE EOELEEOT VAVAALSABKERE CHS. HPS GB OD MMe Vv 
TAEDA SABER SLE アル カリ か ん らん 右 支 武 岩 と の 問 に は 可 成 り 明 ら か な 差異 
が 認め られ る 。 すなわち 前 者 は 後者 に 比 し 殖 酸 に と み , アル カリ に 逐 し い 。 従 つ て ノル ム 
で は 前 者 は 斑 酸 に 過 人 管 和 で ある が 後者 は 不 飽和 で ある 。 

次 に アル カリ か ん らん 石 玄武 岩 の な か で る も 有 変容 山 産 と 上 原 附近 に RMT St OOM 
は 釣 物 組成 に 差 が 見 られ た 如く 化学 成分 に お いて る も 多少 の 差異 が 認め られ る 。 すなわち 上 
原産 の 岩石 は 有 変容 山 産 の も の に 比較 し て や > ゝ ERA MS, 鉄 お よび マグ ネ シ ャ に 逐 LW 


研 via 報 x 107 


Table 1. Chemical composition of basalts in the vicinity 
of Kuchinotsu, Nagasaki Pref. (Analyst, T. Sakagi) 


No. 1 2 3 
SiO, 52.79 48.81 51.42 
Al,O; 13.97 14.94 TS205 
Fe,O3 4.60 8.32 3.28 
FeO 5.84 Weel 6.18 
MgO 7.81 9.61 7.66 
CaO 8.97 9.13 9.01 
Na,O 2.84 3.11 3307) 
K,O 0.42 1.04 es? 
H,O (+) 0.90 0.51 0.44 
H,0(—) 0.66 0.40 0.48 
TiO, 1.43 259 1.45 
5OF 0.18 0.34 0.36 
MnO 0.15 0.20 0.20 
Total 100.56 100.65 100.52 


1. Tholeiitic olivine basalt, Hayaki, Kuchinotsu. 
2. Alkali olivine basalt, Atago-yama, Kuchinotsu. 
3. ” , Uehara. 


し か し アル カリ その 他 に つい て は 殆 ん ど 差 異 が 認め られ な い 。 
5. 成 因 


本 地域 附近 で は ソレ アイ ト 質 か ん らん 石 玄 武 岩 マ グマ と アル カリ か ん らん 右 去 武 岩 マ 
グマ の 二 種 の マグ マ が 活動 し て お り , 前 者 が 後者 より も 先 に 叶 上 出し た も の と 考え られ る 。」 
これ ら 両 種 の マグ マ に は 当然 密接 な 関係 が あつ た も の と 考え られ る が 野外 に お いて 直接 
それ ら の 証拠 を つか むこ と は 出来 な い 。 

KEY ら が ハワイ の マグ マ に お ける 分 化 を 論じ た 如く ソレ アイ トマ グマ と アル カリ か 
Ab AAT TV OMEO ZY 7 Tlk それ ぞ れ 別 別 の 地殻 の BMRA BAe LOT 生成 せら 
れ た も の と する 直接 の 証拠 は 本 地域 の 場合 に は 得 ら れ な い 。 

すでに 述べ た 如く 早 崎 附近 の ソレ アイ ト 質 か ん らん 石 玄武岩 中 に は 石英 捕獲 結 品 が 認 
DEM, また 花 賠 岩 質 捕獲 岩 を 含有 する こと より 判断 し て 杉 2 や 冨田 3 が 考え て いる よ 
うに 恐らく ソレ アイ ト 質 か ん らん 石 玄武 岩 は アル カリ か ん らん 石 玄武 岩 マ グマ が (Ee 
類 を 混成 同化 する こと に よ つ て 生じ た も の と 考え られ る 。 


1) Kuno, H.,et al., Jap. Jour. Geol. Geogr, 28, 179~218, 1957. 
2) Sugi K. Mem. Fac. Sci. Kyushu Imp. Univ., (D) 1, 69~90. 1942. 


3) Bae, AA DE LS L 193~211, 1958. 


GAR 


108 BGK MOR ASR 


ASME) FUROR RBI BAY —oT b CID 


Olivine gabbro, olivine norite in the vicinity of Horoman 
River in Southern Hidaka metamorphic zone (II) 


3 井 42 (Hiroshi Asai)* 


5 SGBNA-HSBA/—S1h ASHER 2 7 Babee lc FE われ 
SZ MKI~Y PROBA CVY v ZR BUR CRE EERS PICBET ZS. AA (59.8 
9)» YEG (SDSHRA : MA - 4:1) (35.796), ESPN (3076), BTR, 黄 
SAGK (1.096), tei nzUeY AX, BVH (0.59) より 成る 。 PRi~ MRD BARA IC IE 
< EA et A EB (EE IS ESL LE AS Zo MRA + An 96 31, 35, 38, 45, 47, 
48 を 示す 。 AMOMRAIS Ang, An。。 を 示し て いる 。 い ずれ る 和浩 染 後 の 新鮮 化 OB 
BRGALALEMHRS. AHG : SRI E Y- Wk, Za, (-) 
2V..-65°, 68°, 71°, 80°, 82°, ng---1.680, MASWRG : X-- WRI, Yo -YRe, Zo 
USER, CAZ--38°, (+) 2V---72°, ng-1, 695~1.698 ERT. WAG PA: > 
淡 灰 色 , Yo YR, Z BS 福 色 , CAZ-16°, (—) 2V---71°~68°, n。…1.667 を 示 
Fo RUB ACY AN: 共 伴 する 。 姓 石 類 が 圧 砕 さ れ た 部 分 に 形成 され て いる 。 (第 5 
図 1) 磁 硫 鉄鉱 , 黄銅 鉱 : 鱗片 状 に な つて いて 散 点 す る 。 

6 HREM RARBERAAM BS 本 岩 は , © > PEORIA EE CHU AEE 
eR TERROR REARS > 更に ここ の 岩石 の な か に 不 規則 な プー ル 状 部 が で き て 単 
斜 石 , 標 村 石 の 畑 粒 部 と 斜 長石 の 夷 状 変 品 が で き て いる 。 こ の よう な 部 分 の すぐ 周囲 は 
LS 粒状 化し て いる 。 ノー ライ ト に よく 観察 され る 短 短 形 状 の 倍 長 右 と その 問 を うず 
OSEKMOPMRAMARA MARA, MAMAS CXCWODS RA (59.89%) , BA 
AE (31.726), BBE (4.026), 福 色 角 関 石 (3.0%), BBE BAGk 神 鉄 鈴 (1.4 
%), FRB (0.19%) と な つて いる 。 HRA: MD 中 粒 な も の が あり いずれ る An 
9 36, 40, 45, 56。 著しく 新 鮮 化 する 現象 が 認め られ る 。 PHOMINLAR Tae 
角 関 石 と シン プレ クタ イト を つく る 。 MAG : 畑 粒 ~ 中 粒 い ずれ も X USA IAK 
Wa Tl ba YR Zot as コレ ー ト 福 黄 色 CAZ.- 32°, 35°, 
38°, 40", (Gt) 2V-- 48°, 642053", my 1605, Eee CVG L ANT o 
ST — NIRV ST So HEARN XH (第 5 図 2)! FEO Bae ES 
EDEMNTOSA (FSM), SOW S AV 72 ES) VC BABE PERE a2 CB TWZ (第 5 
M+). HMA: X,Y, 2Z… ほ と ん ど 無 色 , (+) 2V-- 84°, 85°, 85°, Ae 1.693~ 1.710, 
MUI DIT PAF 9 TMVEERT o HUME EMAC DEMIR (Lrg 45 
に 上 品 出す る (第 5 図 4)。 COBRICHAMG HET Bll 2 ) HEIs, MAES 
WoO Cw L, この 時 に フェ ライ ト を 唱 出 する 。 神 色 角 関 石 : ベベ … 淡 福 色 , マ Y… 淡 福 色 , 


* 北海 道 学芸 大 地学 数 
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第 5 図 標 橋 石 環 柱 岩 , 同 ノ ー ラ イト に 伴わ れる 細 ・ 中 粒 塩 基 性 岩石 
中 の 議 造 岩 鉱物 の 性 状 


l. BEANA-—MAHA)-741>>. 2, 3, 4 SREB e 
Abtips HY. aaa. CH RYE S- xzvvanr, PL. SRA, 
D1. BAe, BRAM. @f&fakia, FE Area OL- AEE, 
GRPL. GRE MEA A. 


LaF a Sp} ey ENZ- 10°12", (=) 2V--75%, 84°) ny-1,666 RIS 
EFAS: 粉 状 の も の , 鱗片 状 の も の が あり 散 点 する 。 FS: BA COHN d ARG 
し た も る の で ある 。 以上 の 観察 か ら 本 岩石 は 格 村 石 夷 炉 岩 の 形 成 さ れる 一 つの メカ = ズム を 
示す 岩 右 と 考察 され る 。 中 粒 な 福 色 角 隊 石 を 有する 斑 米 岩 質 岩石 が で き て 部 分 的 に その 
内 部 で いち もち じ る し く 偏 計 を うけ た 部 分 が で き 粒 状 化 の 現象 が お こり , RRA BAAS 
msn, この 部 分 に 夷 状 変 品 と し て の 粗 粒 な 粒状 化し た 敷石 状 標 槻 石 が 形成 され , 磁 硫 
GE, 黄 氏 鉄 が で き て いる 。 

B MAM BEA /—I1 hMROHK 

1 REHOME He Oe BRA CABARAONTHOTt, HhtTE, MHAAS 
ADIGRHO MER IIAO CCE THOS. MRA (71.976), BBE (22.296), BASING 
(2.9%), 磁 硫 鉄鉱 , HRRGR, 7x 71> (14%), イデ ング サイ ト , BEA (1.296), 
ANWR (0.3%), HAESORI (0.1%). AE : An % 35, 40, 42, 48, 56, 58, 
66 で 洗 染 し た も の と 新鮮 な も の と が ある 。 半 自 形 , 粗 粒 で ある が 一 般 に 和 斜 長 石 の 外側 の 
結晶 面 は 平滑 で は な く 小 破 面 が 無 雪 に 連続 し て いる 。 ERA L HEE AO Bef cia fy 
又は これ に 近い 角度 で 終 長 石 の 側 に 著 る し い 数 条 の われ 且 が で き て いる 。 Riki, FF 
FYE MSEAD LOTOREROS -—VOIMMONRAL, BAL BARES Si 
が ある こと は 注目 され る 。 様 橋 石 : KALB BORK. RAE, BAO A 
件 き を れれ を 区 る OK 記さ きれ て いる (第 6 図 2)8V 半ば どん 8 無策 (ご )2V 
.…85°, (+) 2V--82°, 87°, 88°, ng…1.690~1.695, 部 分 的 に イデ ング サイ ト , 緑 泥 
Bt. MAMA: : いずれ る も 敷石 状 密集 塊 で これ が 横 橋 石 , 八方 尊 石 に 切ら れる 。, 
Y, Z--WLA EME, c 人 ZZ.…38°, (+) 2V.…52°, ny…1.595, fa RG cto 磁 


Co? 


BGK, BSH, 72 74 BYR BERR COT KRELERGBMOARRECAOT 


110 岩石 鉱物 鉄 床 学 会 誌 


OM PGES, 機 標 石 ノー ライ ト の 造 岩 鉱 物 の 性 状 


| MRAM -— 54, 2 BUBEBSEMUE, 34,5 オフ ィ テ ッ ク 
AE — ODA, 6, 7 2 HE — 48 fa PB 
ノー ライ ト , 8 25-85 FIG — BEBE FE. AHS, HY, 
EN. aK, OL... BBE, BRAM... 福 色 角 関 石 , DI... MAREE, 
GRPL: -heoR BRA, CLPL ERNE, PL:.Az, Ble 


a 


tO 
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形成 され る 傾向 が ある 。 イデ ング サイ ト , 緑 泥 石 : 前 者 は 濃 赤 褐色 で 僅か に 多 色 性 を 有 し 
n。…1.680, 後者 は , 淡 緑 褐色 乃至 は 緑色 を 示し n。…1.580。 HARA: MAWREO RAR 
結晶 を 急 つ て 形成 され 又 標 村石 に 切断 され る 。 XY, ZEA ERG, (+)2V---70°, 
72°, n。…1.690~1.692。 神 色 角 関 石 : X… 淡 褐色 , Y=Z… や ゝ 濃い 福 色 , cAZ--15° 
n。…1.668, 役 呈 で 粒状 化し て いる 。 以上 か ら 本 岩石 は 通常 の 造 岩 録 物 の 被 親 関係 と 閉 し 
C CORE RICT So HICH AOR EI LR, AR ORE 
{ 47 V7H4 BL WIR L BRECON CWS ZL RUSRAORRILOAS 
VARA DO CRELEBREA MIE A ND CWAMRINER XNZO 

2 8GANA-BMER/S Sih KEKRREOMMABAEACHS. SHEA 
(73.696), PHBE (11.696), 福 色 角 関 石 (6.19%) , AHR (5.596), FYE (1.8%) » 
Ae, Be (1.3%), 磁 硫 鉄 鉄 フ ェ ラ イト 及び ジル コン (0.1%) LOMA. 粗 粒 な 
BIBI BION RAD RHE 7 DICAIEADY IY ARHER 部 分 的 に 観察 され る 。 
BRA: 互 に 組合 わ さ つ て , AW ARERR CAA ATIC RUC BRIS 2 BRIE et 
長石 が ある 。An % 52, 58, 64, 76, 80, 82, 85, IRENE < MAIR Ch 
WEL E DRC RS RA YIU Y AREER. CMU AA, ASA 
の コロ ナ を も つて いる 。 X,Y, Z ELA LRG (—) 2V---88°, (+) 2V---85°, na 
1.695, 注意 すべ き は MRAD ARIK BEAN AO RK bittin ce BUCS IL CHS 
(61). BafHA: X Kikwete Y- yee, 2 Swat, cAZ---22°~ 
24°, (—) 2V--88°, no: 1660 FAR LARA HRAKAB SN, RT-VRICBRS 
So MHS: XYZ ELL ERE, (-) 2V--54°, 64°, 68°, ng-1.693, HE 
AG: EVR LEPET 2. REE STS. BES A: 二 者 の 関係 は は つき り し 
な い 。 他 の 有色 釣 物 の うち で は 末期 の 品 出 の も の で ある 。 ERT JIL REA OAH LT 
いる 部 分 に 集 つ て いる 。 前 者 は X… 淡 黄色 , Y= る … 淡 福 色 , na…1.630, 後者 は ng 
1.620. RGR) 727A ジル コン : 前 者 は 粉 状 ~ 鱗 片 状 。 後 者 は 一 般 に 裸 出 する 。 
3X5-HABAMER MHS FoROMASNA-MAMA-—7 1b ERT SO 
IR (MAME : AME —4: 1) (70.696), BBE (26.196), ス ビ ピン ネル (1.5%), 
REGRGR, 黄銅 鉄 , フェ ライ ト (1.1%), BH (0.5%), HEAP (0.296) BERR, 
Kees, HERE + る ERIM 7-7 1b ESR OO. MAE 
Bi XY, マ … 淡 灰色 , ZR, c 人 2Z…88°%~41°, (+) 2V---54°, n。…1.695 
~1.697, SARE : X- YR, Y… 淡 灰色 , 選 … 淡 紅 神 灰色 , (—) 2V---64°, (+) 
2V.…67°, 69°, ny --1.690~1.692, PIR: KX, Y, る … ほ と ん ど 無 色 , (-) 2V---84°, 
85°, 86°, n。…1.697, SARAH ICT —V IRAE OT ONE DOTT a 2 OBE 
PERE Rt (BSS). WPCA SEG LY AMOMH CHV, 周囲 の 斜 方 煙 石 は 部 
ASAICREIRIG L CHEE LUD Loo MEAD APRS L CRORE LICR EOAR 
BEES DEBDSo MHMAORMWICIDOE DBR, 7S -VIRICAROL BEA 
に スピン ネル , PRG HR Te Ft bPEPOTH So ACVAM, 磁 硫 鉄 鉄 , 黄 
eae, 72 G1}: MICRA L RET ZAMS S. AA: An % 16, 68, 73 を 
FH LH ORMORI EFT Zo BASIE : Be LCRA LET SEIS So 
4 オフ イ テ ッ SABER MEERM IS BRA (57.8%), RG (23.1 
96)» HET (10.596), HBCAaBE (5.096), ATE (1.596), BADIEKES, SFOS. 7 
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ェ ラ イト , MGRGK (1.296), MINA (0.4%), ス ビ ピン ネル (0.376), RR (0.296) 
ょ り 成 り 灰 黒色 統 密 で 粗 粒 な 岩石 で ある 。 オフ イィ イ テ ッ プ ク RHEE OK SAME AOS OM 
SNE CORED Ro MEA: 極め て 新 解 で , 斜 長 石 の 内 部 は 不 均質 と な る 。 An % 54, 
56, 65, 68, 56~68, 75 ART. HELAD ED VICH SARA HES NAD AKIEL 
て いる 。 MAE: X-- YR, マ Y… 淡 紅 灰 色 , Z-- tai, cAZ---38°, (+) 2V--56°, 
ng:1.693, fi: X, Y, ZZ… ほ と ん さ ど 無色 , いち じ る し く 洗 染 し て いる こと が ある 

(第 6 図 3)。( 十 ) 2V…86°~88°, ny…1.710。 IIA: BAA BC Aah 
石 の 周辺 部 か 又は 単 斜 史 石 と 共 伴 する (第 6 図 3, 4) 。 XY, マ … 赤 福 色 , 2Z… 濃 赤 
褐色 , CAZ---18°, (—) 2V---74°, ny: 1.666, MAMA: X,Y, ZL ERE, 粒状 
{ET ZRWOBAV (—) 2V---56°, 60°; ny---1.695. RURRGRGR HSE Te FA hb. 
鉄鉱 : 散 点 し 多く は 鱗片 状 で ある 。 ゆ うれ ん 石 : XX, 2 -WELA EMA, (—) 2V---22°, 
25°, 28°, fab, 単 斜 煙 石 と 共 伴 する 傾向 が ある 。 n。…1.690。 スピ ン ネ ル : BRE 
で 粒状 化し て いて 畑 石 , 標 槻 石 と 共 億 する 。 部 分 的 に 緑 泥 石 を 伴う 。 黒 雲母 : 粒状 化し て 
鱗片 状 を 示し て いる (GEM 5)。 XR YB YZ D> Bw, Y…1.635。 

5 オフ イ テ ッ +2 6a -AMEo-BOaHERABOMME 様 構 石 を 有する 斑 柱 岩 
中 に は 相対 的 に 優 黒 質 , PAR ORK OC SZIOLEMHS. LOLIBMHUMBL 
も オフ イィ テッ プク 構造 が 発達 する 。 そ の うち も 優 黒 質 の 部 分 は 本 岩 と な つて いる 。 優 白 質 の 部 
分 は 普通 に いわ れる オフ イ テ ッ ク 構造 斑 注 岩 と な つて いる 。 両者 が 密接 な 関連 を 有 し て い 
る と 考え ぁ られ る の で 両者 を 併記 し て 述べ る 。 優 黒 質 の 部 分 は , ALA (63.0%), MANE 
(24.0%) , SAY (5.096), HE AEP (3.396), 磁 硫 鉄鉱 , 黄 印 鉄 , フェ ライ ィ イト (2.8 
9%6), スピ ン ネ ル (1.8%), BBE (0.196) で 優 自 質 の 部 分 は 島 長 石 (67.796) BAB 
(29.396), 磁 硫 鉄鉱 , BEPEHA, フェ ライ ト (3.0%) ょ より 成っ つて いる 。 前 者 の 斜 長 石 は , 
An 9% 38, 39, 40, 42, 45, 50, 52, 64。 薄 状 化 し て いる も の は An % 45, 56, 57, 58, 
66. いずれ も ペリ クリ ン 双 上 品 が 増加 する 。 HRACHLUMI, 小 破 面 で 小 突 起 が 多く , 
平滑 で は な い 。 理 に 紛 長 石 の 短 辺 と 長 辺 の 比 は 小さ く 短 短 形 状 を 示し て いる 。 こ の よう な 
現象 は b 軸 を ふく む 面 又は それ に 近い 面 で 斜 長 石 が 切断 され る た め に お こつ た る も の CH 
4), SRAOMMMLORERYL <> その 内 部 で は 有色 鉱物 , 不 姿 明 鉱 物 が 粒状 化 或 は 鱗 
片 状 化 する 。 RAOKRGLAW CABO} Dix An % 35, 38, 40, 42, 46, 68, 
粒状 化し た 倖 長 石 は , An 9% 35, 38, 39, 43, 45, 52, 56,58, 64, 68, MAKE : 前 者 で 
WER BoE Ky Yo BRE, Z2-- Uta コレ ー ト 褐色, cAZ---36°, 37°, 39°, 
(=) 2V…51°, 52°, (100) に 平行 な ペー テン グ を も つて いて ng: 1.697 5 BH CER -- YK 
灰 福 色 , Yo Kf, 2 Fa 1V— bts, CAZ 41% (+) 2V--54°.56°, SHEE : 
MALS, Y, 2 る … ほ と ん ど ご 無色 , (—) 2V--70° 78°, 80°, n。…1.683, HHO Bie 
る こと が 多く し か る も 粒状 化し て いる 。 福 色 角 図 石 : … 淡 補色 , マ … 淡 褐色 , 選 … チ ョ コ 
レー ト 福 色 , CAZ-22°, ny--1.676~1.681 0 磁 硫 鉄鉱 , HGS, 7x > 4b : 有色 鈴 物 
不安 定 に な つて 残留 し た も の が 多い 。 スピ ビン ネル : 濃緑 色 の も の で 沙 状 化し て いる 。 HIRE 
BBY, ZEA ER, (+) 2V-- 84°86, REY RW LEFEEF Bo 0 1 695。 

6 SEO BEANE-HRBE/—S4b Matat SEMA P CROANCE 
FR ORB AS & OC SERRE CAE GALE & DTW Zo SUE (80.59%), ABE 


1) Beshe 4G. 44,.2, 83-89, 1960, Gk, 44, 3, 印刷 中 , 1960 
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(12.796), BAAHWERZG (3.496), 褐色 角 関 石 (2.596), 磁 硫 鉄 鉄 。 フェ ライ ト (0.6%), Bi 
BEA (0.396) と な つて いる 。 AEA: An % 40, 43, 52, 56, 57, 58, 64, 68 を 示す 。 洗 
染 さ れ て いる も の , 新鮮 化し て 塩 苔 性 狼 長 石 と な つっ て いる も の が ある 。 URE SRSA & Bl 
CRRA, HE faPIA es CX RAHEEM I SZ. Rook 9 7 EBS D Hp eB Ve BE 
右 が 斑 状 変 品 と な つて いる (第 6 図 6, 7) 。 SAH: X, Yi 2-WLAEREA, (=) 
2V--52°, ng 1.712. BANE + SER ICYSYLL. CU CHEFGBI EL EPEF So XX.…… ほ と 
ん ど 無 色 , \… 灰 色 , ZY, cAZ--39°, (+) 2V--58°, 60°, n,---1.690, tat, 
FAG: X,Y WR, ZH, cAZ---22°, (—) 2V--68°, n,---1.670, WELL 
CHA CERT So BERR, 72 74>. 福 鉄 鉱 : Hs FB BSS AB BEE UC 2 DC 
し じ た も の が 多い 。 HARA X,Y, 2Z… ほ と ん ど 無 色 , (+) 2V--88°, n。…1.695, 以上 の 
鉄 苦 土 鉄 物 の 性 状 , 産 状 よ り 差 察する と 明らか に これ ら の 講 鉄 物 は , 絡 長石 が 偏 圧 に よっ 
て 割れ た 部 分 に 形成 せら れ た も の で あり , は じ め に 神 色 角 隊 石 , 次 いで これ が 不実 定 に な 
VHSHA AHA MRASERLEYOLEZLNS~ 


C REAM MEA/—37 MCOES BARKRAORE 


1 BRE MAI 351 bp NCeRANS. ALA BRE. WEG IRS. 
MRARAD7 0A7 1) ABEL ART. SEA: An 96 43, 45, 46, 48, 50, 52, 56,60, 
68, 73, 76 ERT o MEE 31 CRONIES NBA, 緑 泥 石 を 生じ て いる 。 著しく 
BRADY L BICHRHEL CUS > REE : 赤褐色 で 自 形 し , n。…1.670 SEER : 淡 緑 
色 で ny---1.580~1.560 

2 狼 長 石 一 石英 微 父 長石 声 PASM. BOER? -— 774 bhicrh 3.0cm AHA 
ら 先 端 ま 次 第 に 小枝 状 に 分 枝 す る 。 徴 斜 長石 (53.7%), 石英 (26.8%), AG (19.59%) 
より 成る 。 BARA : 部 分 的 に パー サイ ト 構 造 を る もつ 。 (—) 2V--82°, n。…1.625。 石英 : 
前 者 に つい で 多く 倍 長 石 を その 中 に 浮か べ て いる 。 AA: An% 25, 27, 25~26, 28, 
29, 31 を 示す 。 

3 MMbOVLIV BKB A715 5 THEA SO SEEME. bie 
74 bAICPET So IRRBDAR SARA (52.676), HH (40.6%), Bee (5.596), 
7T¥—-A (1.3%) £0MS. AMARA BUG ADRS MRE SZ. AR: プー 
ル 状 。 黒 雲母 : X Yea, Y=Z- Yea we 7 1.635, 脈 状 部 の 外側 は ょ , BEG (48.3 
%), 石英 (39.726), 7 2A (7.4%), AER: (2.726), ブ ド ー 石 (1.9%) より 成る 。 ME 
Aq: Angs~Any,, 粗 水 で 石英 中 に 浮 ぶ 。 石英 : ブール 状 に 密集 。 カリ 長石 : ほとん ど 大 
部 分 が 徴 斜 長石 構造 を 示す 。 黒 雲母 : … 淡 黄色 , YSZ. th, Y…1.635。 

4. @ 括 

BUCH IRL RR AAOPER, 性 状 に も と ずい て 次 の 如く 総括 され る 。 

1. FiRCARMBE, BEG 74 bid, 細 , 中 尊 の 斜 長 石 一 褐色 角 関 石 角 関 岩 , 褐色 
AWASRAE MERA I-F7 4)» 福 色 角 関 石 北米 岩 等 を 基 帳 に し て レン ズ 状 , プ 
WAR, IRERICBRYENTCOS. COBBLER AAARITIL MARA, SOSH. BH 
Bia, Sree OPERA Gh IGA A NOW C CORAL PEE. fe D> 4 
の 形成 され る 一 つの メカ = ズム を 示し て いる 。 

2. RUM, HGF 1 ORBLE ROCHASMLOMBAR BEAPIE 
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DBEL, AEA BEMMAREMS rr. 一 部 が 緑 泥 石 化 を うけ る か 或 は 褐色 角 図 石 が 
RL, SCICMANRES, AMAA L BIC a HL 720 

3. SREGHMBS BEG -7 14 OMRAOMMALRELARRBML T7417 
ッ ク 構 造 を 示す か 或 は 粗 粒 . SERDRALRR C7 OAT Y ARYEE RT PRUILARAOD Bi, 
長 辺 の 比 の 小さ い 形 を 示す 密集 塊 で あぁ あり, 鉄 苦 土 東 酸 塩 鉱物 は 徐 長 石 を 切 つ て プー ル 状 , 
脈 状 , レン ズ 状 の 密集 塊 と な る か 或 は コロ ナイ ト を 作る 。 

4. 模 村 石 北 炉 岩 , 様 村 石 ノー ライ ト は 基盤 の 岩石 が 部 分 的 に 圧 砕 さ れ , 粗 粒 な 塩基 
性 斜 長 石 が 形成 され , BIC CNetDotsBasha BAA ADA MASA 7 
ー ル 状 に 形成 され て 先 の 信 長 石 は 更に 粒状 化し て 小型 の 更に 塩基 性 の 和 頒 長 石 に な つて い 


る 。 鉄 苦 土 斑 酸 塩 鉱 物 が 形成 され る 性 状 は , 福 色 角 図 石 が 品 出 し 更に これ が 不安 定 に な り , 


一 部 は 緑 泥 石 化し 更に 単 斜 交 石 , SORA AER LIC LMA REICH BBE a 
TSAR S. ORR AEM a. BGI — 71 ORBEA SRE HO MB 
A, BARE, SASH BER ie £ 7 SB L-RT So 


5. BUGS, BRE? —7 14} HOM AIS FECARABWOEUSZL BL: 


東 に 新鮮 化し て 更に 話 基 性 の 斜 長 石 と し て 生成 し た 証拠 を よみ と る こと が 出来 る 。 

6. MhGHe MUG -774 } PICEA SBE LCEKRAE RUDRA 
を 有する 優 白質 脈 状 岩 , 細 料 トロ ン エ マイ ト 質 脈 状 岩 が み ら れ る 。 MBX y ARCHE 
石 斑 柱 岩 , 標 槻 石 ノ フー ライ ト の 形成 と 略 同 時 期 , 中 者 , 後者 は 比較 的 後期 の も の で ある 。 

7. SERRA. 林 橋 石 ノ ー ラ イト の 形成 は 一 種 の 塩基 性 斜 長 石化 作用 , ESBS 
石化 作用 , 石 化 作 用 , 標 村 石 化 作 用 の 複合 され た 増進 変成 作用 で 形成 も られ た も の で あ 
Bo この よう な 現象 は 基本 的 に は 本 地域 の 塩基 性 岩 の 形成 の メカ = ニ = ズム と 一 致す る 。 

8. Chb OM ARES HIG -7 4 }OVPMAN AMHR SNe. 南部 日 
高 変成 帯 の す ビ ピラ ルカ オマ ッ プ 塩基 性 岩 の う も で HMC kOe 一 つの BRO LRA ES 
に 形成 され る 。 古 し て その 時 期 は 変成 の 最盛 期 の 履 瓦 状 構造 の 形成 期 と 一 致す る 。 

以上 に 詳 述 し た 如き 現象 は 本 邦 で は 小島 丈 児 等 り が 各 地 の 変 成 帯 で 観察 し た 事項 と 関 
連 し て お り , RMAC Groves 等 *) の 紀 載 と 関連 し た 現象 で ある 。 


1) 小島 丈 児 , 科学 , 5, 167~168, 1943; 小島 丈 児 , 井上 保 , 地質 , 53, 70~71, 
1947; FEAST, 東 文理 地 鉱 研究 報告 , 1, 69~86, 1944; 牛 来 正夫 , ( 同 前 )1, 32~46, 
1944 ; 杉 健 一 , HHA, 54, 110~111, 1948, AAR, HE, 3, 13~20, 
1951; GRA HERBS, 1, 11~16, 1949; see, 地質 , 62, 177~188, 1956. 

2) Groves A. W., Quat. Jour. Geol. London, 91, 150, 1935; Bugge, J.A.W. 
Norg. Geol. Undersokelse, 160, 1943; Schiiller A. Heiderberg. Beitr. Z. Miner. 
U. Petro. 1, 269, 1948; Bilijon, S. van, Geol. Soc. South Africa, Trans., 52, 
91~197, 1950; Barth, T.F.W., Theoretical petrology, 1952; Ramberg, H. The 
origin of metamorphic and metasomatic rocks, 1952; Krauskopf, K.B. Emil 
moertueA A/S Boktrykkeri, Oslo 29~50, 1954; Mikola, T., Bull. Comm. Geol. 
Finl., 168, 39~51, 1955; Parras, K., Bull. Comm. Geol. Finl., 181, 1~137, 
1958; Murthy, M.V.N. Bull. Geol. Soc. Amer. 69, 23~38, 1958. 
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ON HORNBLENDE FROM AMMADAKI, IKI ISLANDS, 
NORTHERN KYUSHU, JAPAN 


KEN-ICHIRO AOKI 


Institute of Mineralogy, Petrology and Economic Geology, 
Tohoku University 


Abstract. Phenocrystic hornblende in an andesite from the Iki 
islands was chemically analysed. This hornblende is very high in TiO, 
content, attaining to 4.18%, and is intermediate between common 
hornblende and kaersutite. Some petrogenetic considerations are dis- 
cussed. 


INTRODUCTION 


The Iki islands, Northern Kyushu consist of mainly trachy- 
basalts and trachyandesites of the alkali rock series and andesites 
of the calc-alkali rock series derived from an alkali olivine basalt 
magma erupted in Pleistocene age.1) In the andesites two distinct 
rock types can be recognized. The commoner type is pyroxene 
andesite and the other is hornblende andesite. The pyroxene 
andesites are widely distributed in the northern part of this island, 
while the hornblende andesites occur on a smaller scale, at Am- 
madaki and Motomiya in Katsumoto-machi and on the north coast 
of this island. The andesites from Ammadaki and Motomiya contain 
abundant hornblende phenocryst. The hornblende from Ammadaki 
andesite chemically analysed, shows high TiO, content, though 
lower than that in the kaersutites from this island”). In the present 
paper a brief description of this hornblende will be given. 

The writer wish to express his thanks to Professor Yoshinori 
Kawano for his kind guidance and constant encouragement and to 
Professor Kenzo Yagi for critical reading of the manuscript. 


PETROGRAPHY OF THE HOST ROCK 


Megascopically, the rock specimens from Ammadaki are rather 
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compact, fine grained, and pale bluish gray in color, containing 
phenocrysts of abundant hornblende and a few plagioclase. Under 
the microscope, the rock is fined grained and holocrystalline with 
small amount of brown glass. Phenocrystic minerals are plagioclase, 
hornblende, augite and magnetite and the groundmass consists 
essentially of plagioclase, anorthoclase, augite, hypersthene and 
magnetite with subordinate ilmenite, cristobalite, tridymite, apatite 
and brown glass. 

Phenocrystic plagioclases are prismatic, euhedral to subhedral 
crystals up to 5mm. in length. Polysynthetic twinning is very 
common. Zonal structtire is distinct in the outer zone of each 
crystal. Sometimes glomeroporphyritic aggregates of plagioclase 
are seen, all of which include abundant brown isotropic patchy 
substance (presumably glass). 

Phenocrystic hornblendes are slightly rounded prismatic to 


Table 1. Constituent minerals, mode and chemical] composition 


of Ammadaki andesite 


Phenocrysts : 
Plagioclase 7 ,,;=1.580, aj ,=1.564, An 82-70 SiO, 52.28 
Hornblende @ =1.673, 8 =1.695, Y=1.706 Tos 2.08 
NV EEO TS Al,O, 17.74 
P eo 3.24 
Pleochroism strong FeO 4.32 
X=pale straw yellow ae 0.10 
Y=pale yellowish brown oe ce 
Z =yellowish brown Na,O 3.65 
Augite 2Vy=52° K,O 1.44 
ee: P50; 0.40 
agnetite HO 1.52 
Groundmass : H,0 — 1.00, 


Plagioclase, Anorthoclase, Augite, Hypersthene, 
Magnetite, Ilmenite, Cristobalite, Tridymite, 
Apatite, Brown glass 


Mode : vol. % 


Phenocrysts Analyst; K. Aoki 
Plagioclase 6 
Hornblende 12k 
Augite 0 
Magnetite 0 


Groundmass 81. 


’ Ken-ichivo Aoki ay, 


short prismatic, less than 5mm. in lengh, and are always surround- 
ed by opacite of minute magnetite grains. Twinning on (100) is 
common, and is sometimes repeated. Inclusions of magnetite and 
augite are seen. 

Phenocrystic augites are short prismatic with ragged crystal 
outline, up to 1.4mm. in length. Rarely augite is in parallel in- 
tergrowth with hornblende, the former being always surrounded by 
the latter. Rarely augite phenocrysts are partially replaced by 
hornblende. 

Magnetite phenocrysts are granular or irregular in crystal 
outline, ranging from 0.1 to 0.5mm. in diameter. 

The constituent minerals, mode and chemical analysis of the 
rock is given in Table 1. 


CHEMICAL COMPOSITION OF THE HORNBLENDE 


The chemical composition of the Ammadaki hornblende and 
its atomic proportion are given in Table 2, with analyses of horn- 
blendes from other localities and of kaersutite from Iki island for 
comparison. Analysed sample was separated by means of a magnetic 
separator and Clerici solution. 

Ammadaki hornblende is characterized by its high TiO, con- 
tent as compared with those of volcanic rocks of the calc-alkali 
rock series from the other districts. It is, however, lower in TiO, 
content than the kaersutite, and shows an intermediate value be- 
tween common hornblende and kaersutite. The other oxides of 
Ammadaki hornblende are not so different from other hornblendes 
and kaersutites. 

In the Iki islands the alkali olivien basalt magma! continued 
crystallization accompanied by the assimilation of granitic rocks 
in the middle stage of fractionation, and the kaersutites were pro- 
duced as the reaction product of olivine or titanaugite with magma. 
On the other hand, if the alkali olivine basalt magma assimilated 
granitic rocks or silicic materials in the early stage, it changed into 
contaminated basaltic magma, from which by further crystalliza- 
tion, titaniferous hornblende should have been formed by the re- 
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Table. 2 Chemical composition of hornblendes and kaersutite 
ee 


1 2 3 4 sh 
SiO 41.14 40.41 42.54 40.36 | Si 6.08 
TiO, 4.18 2.06 0.94 7.09| AUV. ne 
Al,O3 Qe 13.88 11.07 13.78 | AIH! 0.38 
FeO, 5.67 7.89 4.13 3.93| Ti 0.46 | 
FeO 5.98 3.711 D7 7-91 |Kel! 0.83) 2) 
MnO 0.11 0.09 0.15 0.414} Belt A Pes 
MgO 14.08 15.02 12.64 11.08} Mn 0.01 | | 7-95 
CaO 11.63 12.31 11.28 10.82| Mg 8.12! didi 
Na,O 2.89 1.74 1.83 2.184). Ca 1,84 | | 
K,O 0.58 0.80 0.69 1.34] Na 0.66) 2.61 
H,O+ 0.87 RAZ 2202 O20 | PAK 0.11 | 
H.O= 0.10 0.67 1.24 0.26). O 23-14 os P 
PLO; 0.27. | F=0.37| OH 0.86 
Total 99.88 | 100.75 99.87 100. 49% 


* Less 0 for F=0.16 

1. Hornblende in augite bearing hornblende andesite, Ammadaki, Iki 
island. Analyst, K. Aoki. 

2. Hornblende in hornblende andesite, Kashiwazaki, Niigata Prefecture. 
Analyst, Y. Kawano?). 

3. Hornblende in augite hypersthene hornblende andesite, Tawara-yama, 
Aso somma, Kumamoto Prefecture. Analyst, H. Matsumoto.?) 

4. Kaersutite in hypersthene bearing titanaugite olivine kaersutite trachy- 
andesite, Numazu, Gonoura-machi, Iki island. Analyst, H. Ma- 

tsumoto?), 

1’. Atomic ratio of the hornblende from Ammadaki, when O+ OH=24.00. 


action of augite with the magma®’. Hornblende crystallized from 
the contaminated basaltic magma derived from the tholeiite magma 
seems to be poor in TiO,. Therefore the chemical composition 
of the hornblendes in volcanic rocks of the calc-alkali rock series 
may shed a light on the genetic problem whether the original magma 
of the rock is alkali olivine basalt magma or tholeiite magma, 
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摘 要 
青 木 謙一 郎 
壱岐 島 に は アル カリ 標 村 石 去 武 岩 マ グマ 起源 カタ ルク + TBR REL 普通 
BAAR AGL TOS. 角 関 石 安山岩 中 の 角 関 石 を 分 離し , 化学 分 析 を 行なっ た 。 
CORRAL TiO, 4.1896 に も 達し , THRE L 71 -—2- | ARBOPHOMER 
し て いる 。 また 角 関 右 の 成 還 に つい て 少し ふれ な た 。 


ーー ーー 
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アイ スラ ンド の 地殻 構造 


1959 年 ), アイ スラ ンド の ほぼ 中 央 を NE に 走る 約 330km の 測線 と 西部 を NEN に 
走る 約 250km の 測線 で 屈折 波 法 に よる 地震 探査 が 行わ れ た が , その 記 象 を 解析 研究 の 
ER, 次 の よう な 地 問 構造 が 得 られ た 。 


地 a 選 厚 さ (km) 縦 波 速度 (kur/sec) 
最上 層 (BRU AKUR) 2.1 3.69 

第 1 支 武 岩 質 層 15.7 6.71 

第 2 玄武岩 質 選 10.0 7.38 


第 2 去 武 岩 質 層 の 厚 さ と その 下 の VP は 測線 が 短い た め 直 接 検出 で き な い が , Bors 
の 反射 波 か ら 厚 さ が 算 出 で き , EOFs (10.0240.26)km で ぁ る 。 (Bath, M., Jour. 
Geophys. Research, 65, 1793~1807, 1960) か くし て MM 不 連 続 面 まで の 地殻 層 
の 総 厚 は 27.8km で , ニュ ー ジ ラン ド や 西南 日 本 に 比べ る と 御 か に 厚く , また 地殻 層 の 
性 状 も 異 つ て いる 。 即ち , 高速 6 キロ 層 と 7 キロ 層 が 主体 _ な つて お り , 大 陸 域 や 大 島 弧 
に 普通 に 存在 する 低速 6 キロ 層 は 認め ちら れ な い 。 Hl, アイ スラ ンド に お ける 6 を キロ 層 と 
7 キロ 層 の 厚 さ の 割合 及び その 合計 は 米国 東部 平原 地域 の それ に 近似 し て お り , た ゞ 後者 
の 最上 層 既 ち 先 カン ブリ ア 系 に 該当 する 約 10km の 厚 さ の 低速 6 キロ 層 を 欠い て いる 点 
CHET So 

ァ ィ スラ ンド は 衆 知 の と お り 広 大 な basaltic lave field で , 第 三 紀 以来 現在 まで 噴出 
が 行わ れ て お り , お そら く Arctic-N. Atlantic basalt area の 中 心 部 を な す も の と 推 
察 さ れる と ころ で ある 。 こ の 地域 は 一 般 に 白亜 紀 末 か ら positive area と な り , FOR 
fracturing #320 Ci << KRAO Bie HASIDNKOCHSo アイ スラ ンド は , これ 
% EVA CHS PRA PGCE OAL IE RC 4A MIBICEES BS, SOMES 
BZOZHN LIMA PBL CB, HO BREINCILAL BUC RT SO>OCLEW EACH 
Bo 同島 の 地 体 構造 上 の position は , 今後 これ 以外 の 北大 西洋 講 島 並び に グリー ン ラ ン 
ド 南 部 の 地 吉 構 造 な ど が 判明 すれ ば 一 層 確 実 と な ろう が , 現在 に お ける 推察 で は , 同島 の 
位置 は 多分 Atlantic basin の 北側 に 当る continental area (CML THOR EOL BON 
そこ に 造 構 運動 が 起 る と 共に 前 記 の ょ うな 基 性 火山 岩 活 動 が 起き た も の と 考え られ る の 
で ある 。 こ > で 更に 想像 を 加え る と ,; 第 1 云 武 岩 質 層 及び 第 2 玄武岩 質 層 は 何れ も それ よ 
り 幾 分 Vp ONS 7H BK ARMOR KBAR ARAL, 全体 と し て Vp が 増大 し た 
る の か も し れ な い 。 こ の よう な 場合 に は , Vp=6.7km/sec OF 1 去 武 岩 質 層 の 原 体 は 或 
い は 先 カ ンプ ブリ ア 系 の 如き も の で あつ た 可能 性 も 生ずる の で ある 。 (柴田 53) 
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10 キロ パール ま で の 高圧 下 に お ける 洛 石 中 の 圧縮 波 の 速度 
高圧 下 に 在 る 地 吉 深 部 の 岩石 中 を 伝播 す る 圧縮 波 の 速度 に つい て は , すでに Birch・ 
Bancroft (1940), Adams (1950) 等 の 研究 が ある が , 著者 Birch (UT SURI BY 
て 圧力 500 ペ バー ル か ら 10,000 ベール ま で の 高圧 の も と で 各種 火成岩 ・ 堆 積 岩 及 び 変 成 岩 
(世界 各地 産 ) の 圧縮 波 速 度 を 測定 し て い So 今 原 閉 の Tas. 5 (p.1093~1099) か ら 
TREES ZLERKOLHBY CHS 


Vp (km/sec) 

Rock Density p=1.000 p=4,000 p=10,000bars 
Granite 2.619 5.84 6.10 6.23 

” 2.672 6.29 6.42 6.51 
Diabase 2.964 6.64 6.71 6.82 

” 3.012 6.77 6.84 6.92 
Dunite 3.244 7.54 7.65 7.78 

” Saks 8.19 8.32 8.42 
Eclogite 3.338 7.56 7.79 7.92 

” 3.441 7.69 7.89 8.01 


これ を , Adams (1950) が p, 8, o より 理論 的 に 計算 し た 値 と 比較 する と, granite 
は や ゝ 大 に 出 て いる が dunite は 大 体 一 致し て お り , 変成 岩 類 も 近似 し た 値 が 出 て いる 。 
Kez, 今回 の 測定 に より eclogite (Kimberley, Norway 及び California 産 ) の Vp に 
つい て の 次 料 が 得 ら れ た こと は 上 足 重 で ある 。 (Birch, F., Jour. Geophys. Research, 
65, 1083~1102, 1960) 

と ころ で , この 資料 を 地震 探査 の 結果 と 対 居 し て 地 毅 深部 の 岩石 の 判定 に 適用 する 場合 
勿論 高温 度 の 影 絡 を 考え な く て は な ら な い が (4,000bar 及び 10,000bar の 圧力 は 夫々 
推定 温度 370°C の 深度 15km 及び 推定 温度 700°C の 深度 35km 付近 の それ に 相当 ) 
Vp と 温度 と の 関係 は 未だ 詳 か に され て いな い 。 併 し , 色々 な 観点 か ら , 相対 的 な 比較 研 
究 で は 温度 の 影 絡 は さま で 考慮 に 入れ る 必要 は な か ろう と 療 え られ て いる 。 

現在 地殻 の 一 般 和 構造 と し て は , 上 部 より 1. 酸性 岩 質 層 ( 花 険 岩 質 層 ) 2・ 基 性 岩 質 層 
(玄武 岩 質 或 い は 斑 柱 岩 質 層 ) 3. 超 基 性 岩 質 層 ( 標 構 岩 質 層 ) の 存在 が 考え られ て お り , 
2 と 3 の 間 に Mohorovicic AMM BEET SDI CHS, 3 OME BO ADS 
どの 位 で ある か , そし て 更に その 下 が 如 何 な る 性 状 の も の で あぁ る か に つい て は 未だ 一 致し 
た 見 解 が 無い 。 

BRL, 地球 物理 学 ・ 岩 石 学 及び 天文 学 上 の 最近 の 知識 か ら 線 合 さ れ た と ころ に ょ る と M 
Beant PO RASH a HPL ST LO PEROBAD E DVCMUBCIRRO— fe femic な 物 

FUCRACT S%DEDABRENE TLE 0 Mb, MRO CW) 5 KREDI 
CES 80km AMOREE CHMROMMLBADL, この うち の 下 半 部 は 玄武 岩 と 近 
似 の 化学 組成 を 有する eclogite 質 の 変成 基 性 岩 よ り 成 つ て いる と 想定 する こと も で きる 
の で ある 。 

実際 , 今回 の Vp 資料 と 深部 地 融 に 関す る 地震 波 の 観測 資料 と を 対照 する と , bea 
HAD ty) 質 は eclogite 人 綿 の も の と 療 え る の が 最も 妥当 で あり , 云 武 岩上 新 の 根源 の 問題 に 関 
し て も 好都合 の よう で ある 。 更に また , 最近 の 嗣 石 原 体 の 組成 に 関す る 研究 (Lovering, 
1958, Trans. Amer. Geophys. Union,39) か らし て る も , 地球 上 周 EBRD #524 D Hi BA DS 
ce AVAL MO} OLHERANZDCHS. 

こ で , 地面 下 の 超 基 性 岩 質 層 は 或 範 囲 内 (大 洋 域 で 深度 30km 内 外 , AER COR 
fe 0 数 km") に 在 つ て , その 下 は eclogite 質 の 変成 基 性 岩 に な り , M 面 下 の 超 基 性 
Arie & TUR FORMAMIDE LOR, 即ち も 地殻 の 下 半 部 に この ょ よ うな 性 状 の 部 分 を 想定 し て 
は どう で あろ 3 う 3 (柴田 勇 , 1960, ARR44 巻 , 5 号 )。 こ の よう な 地 衣 構 造 に “E+ SARA 
ALAS Fa Ss 今回 紹介 し た 高圧 下 の 岩 石 中 の 圧縮 波 速 度 は か » る 地 吉 構造 の 仮説 に 


対し て も 矛盾 せ ず , むし ろ こ と れ に 対し て 支持 的 の ょ うに 思わ れる 。 (柴田 ・ 勇 ) 


ax 


鉱物 学 及 び 結 晶 学 
8421, 高圧 下 に 於 ける Mg,GeO,- 
Mg,SiO, 系 の 研究 Dachille F., Roy, 
R. 

竹橋 石 型 (ol 型 ) と し て Mg,GeO, と 
Mg,SiO, は 固 深 体 を 形成 し , Mg,GeO, 
は ol 型 の 他 に 作品 石 型 (sp 型 ) の 構造 
を も ゃ つこ と は 既に 知ら れ て いた が ; sp 型 
の Mg。SiO。 は 合成 され て いな い 。 そこ 
で 高圧 下 に 於 ける この 系 の 混 深 関係 や ol 
型 っ sp 型 の 転移 を し ら べ , sp 型 Mg。SiO。 
の 性 質 を 外 挿 的 に 推定 し た 。 MgzGeO』 
の 一 気圧 下 に 於 ける spool 型 の 転移 点 
iz 810°C %, sp HMO a,=8.225, V= 
562.5A3, Z=8 で あぁ あり, ol BO a= 
4,915, by=10.295, co=6.020, V=609.2 
(Z=8 と し て ) CHYVBBICL ZARB 
{t, 4V=3.5cc/mol で あぁ る 。 又 転 移 点 の 
圧力 に 対す る 変化 は 0.025°C/bar CH 
Bo Mg,GeO, と Mg。SiO。 間 で は 上 記 
810°C 以上 で ol 型 の 完全 な 固 落 体 を つ 
くり , 低温 高圧 下 に 於 いて は Sp HAR 
体 も 形成 され , その 混 深度 は 圧力 の 増加 
と 共に 急激 に 増加 する 。 即ち 542°C に 
於 いて 700bar で は 10% の Mg,SiO, 
が sp Mg。GeO。 PiciBAs 4A, 
60,000bar に 於 いて は 混 姿 度 は 5096 に 
達する 。 実験 結果 か ら 外 挿 法 的 に Mg,Si 
O, の ol>sp 型 転 移 を 推測 する と 100, 
000+1500bar の 圧力 を 必要 と し , sp 型 
Mg,SiO, は a=8.22A, V=555.4A%, 
Z=8, O88 aE (ol 型 で は ay=4.76, 
b,=10.20, co=5.99, V=581.6 (Z=8 
と し て )) を も つこ と が 予測 され , BRB 
化 AV は 2.0cc/mol に 相当 し ; 圧力 に 


対す る 転移 点 の 変化 は 0.013°C/bar と 
HEE SHG. ft Mg?†+ が Fe?+ Cemex 
れる と sp WHA O EERIE ai 


。 著しく 増大 する 。 地下 約 400km の 深 さ 


に 存 存する 地震 波及 び 密度 の 不 連 続 は , 
Mg,SiO, の 高圧 下 に 於 ける olsp 転移 
が 原因 で ある と 考え て も 説明 が つく ょ よう 
で あぁ る 0 (Am. Jour. Sci., 258, 225 
~246, 1660) [長谷 川 〕 


8422, 天然 の 熱 水深 液 中 に 於 ける モル 
デン 沸 石 の 合成 Ellis, A. J. 

New Zealand, Wairakei 地方 は 地 
PABA SEHD tL CHI CHS. この 中 央 
部 に ある ボー リン グ 中 に RRB AE & 
ッ ト し て モル デン 沸 石 の 生成 を 確 め た 。 
FAO MINE SiO, 67.9896, Al,O, 
12.10, Na,O 3.08, CaO 2.74, K,O 
1.29, Fe,O, 1.18, FeO 0.94, MgO 
0.22, TiO, 0.22, H,O+ 6.89, H,0= 
3.17 で X 線 的 に 非 唱 質 で ある 。 こ の 粉末 
を 白金 開 管 中 に 入れ , WS 1045ft, YAR 
230°C の 所 に 吊 し 17 ARAL? S 
の 結果 強い RERBARIG RE BSteAIN 
EVFYHADEHNE —=L Twrteco 
230° (IR SAVKO(L MANE Li 9.6 
ppm, Na 905, K 144, Rb 1.6, Cs 
1.8, Ca 15; Mg 4, NHS12- Co, 
300, SiO, 390, H,S 15, As,O, 4.5, 
H;BO, 117, Cl 1550, SO, 41, HCO, 
14, F 4.7, HS 2 G46 pH tz 4.7 
で これ は 230° に 於 ける 純 熱 水 の pH 
5.7 より 酸性 度 が 強い 。 この 結果 この 地 
方 の よ ょ うな 塩化 物 熱 水系 に 対し て TERA 
えら れ て いた “アル カリ 性 熟 水 区 域 ” の 名 
称 は 正しく な く , 上 且つ 従来 沸 石 類 は アル 
カリ 性 深 液 の みか ら 生成 され る と いう 概 


$520 i GK Gh OR BE 


IV 


念 る 改め られ る べき で ある 。 (Geochim. 
Cosomochim. Acta, 19, 145~146, 
1960) CRAIN 


8423, Wustit の 産出 Walenta, K. 

従来 天然 の 産出 が 知ら ちら れ て いな か つた 
Wiistit (FeO) が 大 山 角 面 凝灰岩 中 か ら 
見 出さ れ た 。 FAY Stuttgart TeO 
Scharnhausen に 於 ける 第 三 紀 凝灰岩 中 
DEM Imm の 重 鉄 物 を 集め , BUNT 
鏡 及 び X 線 で 検査 し た 所 , この 中 に 含ま 
れる 等 軸 鉱 物 は Wustit で ある こと が 明 
ら か と な つた 。 BRB AGH, BKB 
及び 自然 鉄 と 共生 し て お り , Wistit は 
SND DENCE TW So X 線 的 
に d=2.146, 2.476, 1.518 ic Fa@u a 
折線 が 見 られ , 格子 恒 数 は a=4.29,A 
で 人 工 品 の 4.29, に 一 致し て いる 。 塩酸 
RURAL Fe の 他 に 少量 の Zn 
が 検出 され , 分 光 分 析 で は その 他 に AL 
Ca, Si 等 が 検出 され た 。 水 成 源 の 福 鉄 
SG MILEGRBA CO,, CO, Hy SKK 
山 ガ ス と 作用 し て 生成 され た も の と 思わ 
れる 。 (Neues. Jahrb. Min., Monatsh, 


7/8, 150~159, 1960) [長谷 川 〕 
治 石堂 及び 火山 学 


ンー 


8424, 大 陸 と 大 洋 の WO 相違 Mac- 
donald, G.A. 

大 陸 と 大 洋 地 域 に 産 す る 岩石 の 命名 に 
於 て 最も 混同 を お こす の は “安山岩” で 
ある 。 大 洋 地 域 , 特に ハワイ に 於 て 安 山 過 
と 名 付け られ た も の は アル カリ 岩 系 に 属 
し Btvutrvyyyvyv—F7Va7y— 
A, Ba, GREK U BITE & 6B ak, 
FKL 35~60 CHY. FVAVEG 
OM mmlts WA, WADA 
AULAVEBA CWS. 一 方 大 陸 の 人 造山 


帯 に 於 て 安山岩 と 呼ば れ て いる も の は カ 
ルク ・ ア ルカ リ 岩 系 で あつ て , iG 
や 角 阿 石 班 唱 を 含み , 大 洋 の も の より る も 
SiO。, SiO。 : アル カリ の 比 が 高い 。 名 前 
の 混同 を 避け は る た め に , 犬 洋 地域 の 安 山 
岩 を mugearite 又は hawaiite と 呼ぶ 
こと を 提 称 する 。mugearite は 長石 が オ 
リ ゴ ク レー スズ で ある も の に 名 付け So 
hawaiite と いう 名 前 は , 以前 Daly が 
用 いて いる が , こ ゝ で は 少し 定義 を か え , 
mugearite L7 VA VMBAKRBLO 
中 間 の も の に 名 づけ る 。 即ち も 色 指数 が や 
SB<> JVARUS— FREBT VF 
Ves) NasO mi Ome loka = 
(> フル ム 石 英 は 存在 せ ず , 通常 ノル ム 
tE— PIMA SG, E72 HWA” 
と 呼ば れる 岩石 は 大 洋 地 域 に は 存在 する 
B® ハワイ の も の と 同じ 岩 型 で あり 7 こ 
れ ら の 量 は 非常 に 少 い 。 (Jour. Petr. 
1, 172~177, 1960) (HAI 
8425, Guernsey iE POR SL 
TERRE Elwell, R.W.D., 
Skelhorn, R.R., Drysdall, A.R. 
(Ea a AS ORME HOPe NA TR 
岩石 が Guernsey (Fx v AVZHB) OR 
る 優 黒 質 関 緑 岩 中 に 産 す る 。 24 TOM 
均 直 径 は 3 叶 で , 全 部 が 同様 な 令 き を 持ち , 
RSS DOILSO FA CRM ABR & BEREL, 
或 る も る の は 断続 し た 酸性 岩層 に 接続 す 
Bo パイ プ は 優 黒 質 母 岩 が 固 結 する 前 に 
生成 され た も の で , その 上 下 の 岩 石 問 が 
相対 的 な 運動 を 行 つ た 結果 傾斜 し た も る の 
と 考え られ る 。 之 の 岩石 の 生成 順序 は 次 
の 如く で あぁ る 。 (1) BARNA DS4ES 
生成 。 (2) 岩 脈 状 隊 緑 岩 が 次 々 に 岩 床 状 
に 導入 し , Reese Be BRL ro 
(3) 主体 を な す ERAMREOTA CE 
AVATAR O HEE FRO C MURR 
HEA. (4) BREA RRUEARD 3 RBIS 
4 TAR eB OER Diss 


+> 
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岩 脈 系 を 切る 所 で は 何処 で も 見 られ , BR 
は 岩 脈 物質 が 底部 に 集積 し た 個所 で も 見 
られ る 。 (5) 上 下 の 未 だ 固 結 し な い 優 黒 
質 関 緑 岩 が 相対 的 に 運動 し , 垂直 の パイ 
TOMBS FT SRA L ROP: (6) 運動 に 
ISU CREMRL: SBRAMRE RICA 
WEEK, £0 Bie. SRAM 6 OBE 
wae Cite SI, ペグ マタ イト 有 岩 床 を 形 
成 し た 。 (7) Ba 20° BRAC MYT, 
之 は パイ プ の 固 結 前 に 起 つた 。 (Geol. 
Mag., 97, 89~105, 1960) [植田 〕 


8426, Main Donegal 7ERERITHS 
(JA FHOMMIEM Pitcher, W.S., 
“Read, H.H. 

Microtonalite 岩 脈 が Main Donegal 
(EM AD RBBE IOC, ZOE BAD 
主要 交叉 節理 の 1 方 向 に た 走 つ て いる 。 こ 
の 岩 脈 と 母 岩 で ある 花 賠 岩 と は 一 緒 に 結 
mal 7stOe 花 賠 岩 中 の 黒色 の 流 理 締 
や ゃ 泥 質 捕獲 岩 と 同じ 作用 に より 生じ た も 
の で あぁ る 。Donegal (fi AD MHA (発生 
RE) の 節理 系 は この 花 賠 岩 が 固 結 す る 以 
前 に 完成 し た も の と 思わ れる 。 PHOS 
脈 は 人 花 賠 岩 中 の 交代 作用 を 受け た 泥 質 捕 
獲物 質 で あぁ つて , 花 賠 岩 此 が 分 化し て 生 
じ た も の で は な い 。 この 関係 は 塩基 性 で 
ある が , Ardnamurchan OAK ALE 
MED beerbachite HAZ + AKL ORF 
係 に 類似 する 。 即ち Main Donegal 花 
向 岩 中 の 長 右 化 し た 泥 質 浮遊 物 は 岩 脈 物 
質 と 同時 に 結晶 し た も の で , 之 の 結晶 作 
用 は 之 を 取 囲 む 花 賠 岩 と 同一 時 代 の も の 
で ある 。 RREORISMK (EM AAPOR 
色 締 と 同時 に 結 品 し た も の で , ZOMG 
が 別々 に 結晶 し な けれ ば な ら な いと いう 
理由 は な い 。 (Geol. Mag., 97, 53~61, 
1960) Chi 
8427, tmIEO K-A 年 代 Marmo, V. 

通常 花 賠 岩 類 の マイ クロ クリ ン の 


K-A 年 代 は 同一 岩石 中 の 雲母 の 年 代 よ 
り る も 低い 価 を 示し て いる 。 著者 は 地質 学 
的 根拠 か ら こ の 年 代 の 相違 に つい て 述べ 
て いる 。 FED current theory と 
野外 調査 の 容 料 か ら 次 の 様 に 結論 し て い 
So これ ら の 年 代 の 相違 は 長石 と 雲母 中 
の アル ゴン の 保存 の 度合 の 相違 より も マ 
イィ イク ロク リン と 雲母 の 間 の 生成 せら れ た 
正確 な 年 代 の 違い で と 思わ れる 。 特に 
synkinematic rock の 場合 に そう で あ 
る 。 late- 及び post kinematic rock 
の 場合 に 於 いて , これ ら の 両 銚 物 の 間 の 
正確 な 生成 年 代 の 差異 は あま り 著 し く な 
い 。 Post kinematic rapakivi 花 賠 岩 の 
長 夏 と 雲母 の 年 代 の 差異 は 余り 著しく な 
く , synkinematic rock の 長石 及び 圭 
母 か ら 得 られ た 両者 の 差 (230x108~ 
350x108) と は 全く 異な つた 特長 を 示し 
て いる 。(Sckweiz. Min. Petr. Mitt., 
40, 17~36, 1960) G79 


8428, New Zealand, +} BO17= 
ンプ ブ プラ イト の 成因 Steiner, A. 

New Zealand, 北島 中 央 部 に 分 布 す る 
4Fa=VTFI4A YD 央 大学 的 研究 る 40 る 2 
で て が る 。 イグ = ニブ プラ 4 の 河芸 な 2 
AHA (glassy base) & X VAVY AD 
2ODKRMNA FFAPREMOTHKY, 
両者 の 屈折 率 は FEAOTW So CNY 
グマ の 液 相 不 混和 に よ つ て 生じ た と 考え 
られ る 。 イグ = ンプ ブラ イト マミ グマ は 地 索 
に 叶 出 し た 時 2 HICH ATS 固有 の 性 質 
を 持ち , この 現象 は ヤグ = タプ ブラ ライ 
は 閉 通 に み ら れ る か ら , 液 相 不 混和 の 概 
念 を 基本 的 な 重要 な も の と し て 大 山岸 の 
成因 に 取り 入れ る 必 李 が ある 。 WIA 
質 と メソ スタ シス の 間 の 化学 組成 に つい 
て は 直接 くわ し い 事 は 判 つ て いな い 。 し 
か し 屈 抵 率 が 高い こと か ら 水 の 含 量 の 多 
いこ と と SiO。 の 少な いこ と 或いは この 
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WADOALBASLNSo ERAVAVY 
ス に は 3 価 の 鉄 の 濃 集 し て いる 証拠 が あ 
So 岩石 学 的 な 証拠 か ら 不 混和 現 祭 は 流 
動 中 に 起り , laminar flow の 認め られ 
る の は 2 つの 共存 する MEAD 72H TC 
ある 。2 つの ガラ ス 相 を 含む Wace ew 
瞭 な 流 状 構造 を 示す killa イグ = ニン 
TIA ERED 中 間 的 な も の と 老 え 
bNSo イグ ニン プラ イト } の 岸 大学 的 性 
質 か ら Marshall OAMeEKAL RMS 
皮 今 類 を 条 な る で いる 本 儲 2 き ジ フ ラ 
イィ イト を ガラ ス の 成分 の primary texture 
を も と に し て pulverulite と lenticulite 
に 大 別 し , 各々 を secondary crysta lli- 
zation の 状態 及び 型 か ら vitreous, pec- 
tinate~axiolitic 及び radial~spheru- 
liticli の 3 相 に 細分 0 で いる 0 また イグ = 
ン ブ ラ イト と 和 府 圭 堆積 物 及 び 軽石 流 を 別 
個 の も の と し , emplacement の 状況 や 
fhe REST TOM, 成因 等 に つい 
て 議論 し て いる 。(New Zealand Geol. 
Survey, Bull. n. s. 68, 7~42, 

1960) CHAI 


2B ak ¥ 


PO 
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8429, Colorado の 先 カ ンプ リア 紀 片 
RisPOREBE Tweto, O. 

Colorado, Wyoming 両 誕 の W 鉄 床 に 
は 先 カ ンプ リア 紀 の も の と F=ENMOIO 
と が あり , 先 カ ンプ ブリ ア 紀 の 鉄 床 は 灰 重 
石 に より , 第 三 紀 の も の は な マン ガン 重石 ・ 
RAY TYR: RHA LOT RAT 
けら れる 。 人 先 カ ン ブ リ ア 紀 の 鉱床 は 小 規 
RU EG, SEE ULC Ca に 富ん だ 古 期 
calc-silicate gneiss (4/8 > ww. ZX 
TH: 7 a7 eG: SEK ES 
A calcic OMA + AH + TRAD 3 
ち 一 種 も し く は 数 種 が 主要 構成 鉱物 と な 


つて いる 。 一 見 接触 変成 W 鉄 床 の 
tactite に 似る 。) + faa Ele BBR 
に 分 布 宮 る が : 計 三 部 は 発 に る 2 編 の 
央 ペグ マタ イト ・ 含 金石 英 脈 ・ 含 鋼 右 
脈 中 に も 存在 する 。 Tih eC 
脈 に 若干 伴う も の を 除い て は 存在 し な 
い 。 灰 重石 の 多く は 3~10% の powe- 
llite molecule を 含み , ¥7GPRICILIK 
重石 に 伴 つ て それ と Pr Bt t ETS 
powellite CaMoO, その も の が 存在 す 
る 。 これ ら の 灰 重 石 鉱床 は 母 岩 ・ 生 成 期 
に よっ つて , その 共生 関係 に も 変化 が あり 
鉄 床 の 大 部 分 は 広域 変成 作用 ・migmati- 
zation + syntectonic granite の 導入 を 
包含 する major plutonic stage の ある ・ 
時 期 の 産物 で ある が , 一 部 に は それ より 
MMOF AY TY TROT A Poi 
ペグ マタ イト に 関係 し て いる も の も ある 
らし い 。 W は 片 麻央 を 生 ぜ し め た 水 成 岩 
中 に 微量 元素 と し て 存在 し て いた も の が , 
REC SED Y TY TRLOUR mk AE he fe AB 
こよ り 再 分 布 し , CakBAr Bat tk 
年 石 と し て 再 結 品 し た も の で , その 局部 
的 濃 集 は 初生 水 成 岩 中 の WORRIES 
%DCHS. Rework URHAVYT VT 
ACOGAPR A, 経済 的 に 重要 な 第 三 紀 鉄 床 
の W・Mo の 根源 と な つて いる か も し れ 
wo IRB EOIEDY TV TRAD Ca に 
富ん だ 片 麻 岩 中 に 特に 存在 する こと に 注 
EMAL CVS (Econ. Geol., 55, 
1406~1428, 1960) CUB) 


— sh 
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8430, Alaska, Lost River $érR 
に 於 ける 鉱 化 作用 と 粘土 化 作 用 
Sainsbury, C. L. 

SRS GEARO Abe B ¢ (Eh 
PREV Dita 2 RPV PSL RR Ea 
火成岩 類 は グラ イィ ゼン 化 お よび FRAME 
FRR ROTW So ERED MSA MOGs 
ある が , COWRA, BGK, 


NTS a 


. 
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RRS, TFIOGK, PRRGSK, 黄銅 鉱 , ME 
TKR, BESS, PE AGK, WRRSK, 灰 
重石 , 磁 硫 鉄鉱 AGRE, FI v GGL, 
BGS, 人 金 紅 石 , フェ ナ サ イ ト , eG 
RUBE CHS. 鉱 化 作用 は 粘土 化 
MII SEN DUELS グラ イ ゼ ン 化 帯 
HR CHS. RMR AO Fe-Zn fe 
か ら そ の 生成 温度 は 425°~740°C と 推 
定 さ れる が , この 温度 は 随伴 脈 石 と し て 
DRED SDQREBH LE IES —RTS. 
—FeARMEL Cli WAV VB, F4 
ッ カ イト 及び 緑 泥 石 一 モン モリ ロン 石 等 
で , この 内 ディ ッ カ イト は 晩期 生成 の 仮 
脈 中 或 は その 附近 に も つと る も 普遍 的 に 産 
出す る 。 これ ら 粘 土 鉱物 は 後 鉱 化 作用 の 
上 蜂 型 変質 作用 の 産物 で あり , 石英 と 黄 
玉 の 反応 縁 の 観察 結果 か ら 次 の 式 が 想定 
され る 。 BX [(ALF), SiO』] + 石英 
[SiO2] + 水 [3H,O] + 石灰 石 [CaCO』] 
ーー カ オリ ン 石 [Al。SiO。0。 (OH),4] + # 
右 [CaF。] + ke [H,CO,], (Econ. 
Geol., 55, 1478~1506, 1960) [prayspe) 


8431, —,=@MRhodesian Copper- 
belt O%KALENE OBBRBAOBGE 
Darnley, A. G. 

Rhodesian copperbelt の 鉱床 は 
Katanga 地 向 斜 の 最 下 部 を 構成 する 
Roan 水 成 岩層 中 に 有 胎 する 層状 鉱床 で 
ある 。 鉱床 は 砂 質 の も の か ら 泥 質 に 到 る 
も の の 中 に ある 。 この 鉱床 及び その 母 岩 
に つき 地 化 学 , 銚 物 学 , 岩石 学 等 の 検事 
を 加え , 或いは 分 光 分 析 等 を 用 いて 成因 
的 関係 を 求め て いる 。 CORMBRILEICM 
分 的 に Cu, Fe, S よ りな り , 一 部 に U, 
Te £65. RMEL ClIRMAGE 
(Hic PEG, 黄 鉄 鉄 よ りな り , KM 
BN COMES o PIOBILIE AS ke 
BESSON, £OBILVEHODS 
斑 岩 中 に は 黒雲 母 が 全く 欠 除 し , His 


の 変成 作用 以前 に 鉄 化 作 用 が あつ た 事 を 
示し , 母 岩 中 の 長石 は 絹 圭 母 化 し , アル 
ミナ が これ に 関与 し , Kite, 叉 
は 鉄 化 作 用 と は 関係 が な い 。 BR AIEHA 
BREIL RAF SM, CHIE 
Bhite Bets RAREAOR 
ZKOMAKEERL, Cnishinic km 
活動 の な い 事 か ら BARD b OVOIR ASL 
囲 に 導入 され た 導 と 考え られ る 。 MH 
岩 が 固化 する 間 長 期 に わた り BB を 伴う 深 
液 の 浸透 が あり 電気 石 を 生じ て いる 。 玲 
積 岩 中 に は 移 元 素 及 び FY vy KMRHS 
が , これ は 高温 の 気 成 的 状態 が あつ た 事 
を 示し て いる 。 これ 等 は か な り の 量 の 物 
質 が 堆積 岩 の 堆積 後に これ を 通し て 移動 
し た 事 を 示し , 堆積 物 の 生成 後に Cu, 
Co, B, 移 元 素 , Ti を 伴う アル カリ , Mg, 
CO, を 含む 岩 此 か ら の 沙 液 が 浪 透 し た 。 

黄 鉄 鉱 中 の Co の 含有 量 の 高い 事 及 び 硫 
化物 中 の 離 落 組織 は 高温 の 上 品 出 を 示し て 
いる 。 又 区 域内 に は 多 脈 を な す も の が あ 
BMX MUL IBIRO GR & 1k 関係 が な い 。 

筆者 は 更に 考察 を 進め て 鉱床 の 成因 は 地 
向 録 に 関係 し た HARD SO DANRM 
液 の 導入 に よる も の と し た 。 (Trans. 
Instn. Min. Metall., 638, 137~173, 
1960) [鈴木 


石油 鉱 床 学 


8432, 物質 代謝 作用 と 石油 系 炭化 水素 
の 起 原 Breger, I. A. 

海 成 堆積 物 中 の 蛋白 質 と 炭水化物 は , 
不実 定 な 性 質 か ら 了 恐らく 石油 根源 物質 に 
は な り 得 な い 。 残留 アミ ノ 酸 の ご く 少 基 
が 石灰 質 中 化石 中 に 存在 する こと が 
Abelson (1957) に より 報告 ささ れ て い 
る が , これ は ご さく 都 合 の よい 機構 の も と 
に あぁ あつ た と き に の み 限 られ る 。 リグ = ン 
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は 頁岩 中 に 含ま れる 腐植 物質 の 根源 と な 
DCO, 大 油 生 成 に は 大 し て 寄与 し な い 。 
石油 生成 に 最も 有力 な 根源 物質 は 脂肪 
酸 及 びそ の 関係 物質 で ある 。 脂肪 酸 は 右 
油 中 に 多く 含ま れる aliphatic, alicy- 
™ clic, aromatic hydrocarbon \cAAlIc 
変化 する こと が 出来 る 。 即ち 脂肪 酸 は バ 
ク テ リ ヤマ ャ に よ つ て は 直接 的 に は decar- 
boxylate され な い が , 化学 的 に ,。 より 変 
化し 易い oxygenated あぁ あるいは dehy- 
drogenated acid 等 の 新しい 物質 を 人造 
る 。 ま た 上 述 の 変化 (alicyclic, aroma- 
tic 化 ) は 常温 或いは それ より 高い 温度 
"で , また 水深 液 中 で , ある も の は pH 7 以 
下 で 起り 得る と いわ れる “Diels-Alder 
作用 ” で 説明 する こと が 出来 る 。 石 油 中 
の aromatic hydrocarbon の 一 部 は 
carotenoid pigment MiDAA(L Cie 
成 さ れる も の と 思わ れる 。 Bite yesh si 
物 中 に 報告 され て いる 少量 の 炭化 水素 類 
は , 石油 の 根源 と し て は それ 程 重 要 な る も 
の と 思わ れ な い 。 上 述 の 考察 か ら 一 般 に 
lipid} (脂質 ) が 石油 生成 に 最も 重要 な る も 
の と み ら れ る 。 従 つて 石油 は lipid +B 
く 含 む 堆 積 物 に 生成 され 易い 。 種々 の 石 
油 は , 最初 の 根源 と な つた lipid の 種類 
で , その 性 質 が 決定 され る 。(Geochim. 
et Cosmochim. Acta, 19, 297~308, 
1960) (HA) 


8433, 海水 中 の 溶存 有機 物質 の 回 収 と 
細 粒 物質 へ の 収 着 Bader, R, G., Hood, 
D. W., Smith, J. B. 

海水 中 に は 1~5m. g. /L 程度 の 有機 
物質 が 溶解 し て お る こと が クロ マト グラ 
フ や 分 光 分 析 等 の 発達 に よ つ て 解明 され 
て 来 た が , これ 等 有機 物質 が 溶存 炭酸 ガ 
ス と 平衡 関係 に ある こと や , 炭酸 カル シ 
ソム の 沙 解 や 沈 小 に 重要 な 関係 を 有する 


こと が 見 出 され , HERE HO be BRE Sh 


と の 関係 が 注目 され る に 至 つ た 。 RHEE 
陰 積 物 中 の 有機 物質 は 陸 成 叉 は 海 成 物 の 
me & CHP A N7 DOP, HEE 
の 生物 に よ つ て 生成 され た も の の 外 に , 
海水 中 に 落 解 し て いた 有機 物質 が , 海水 
中 を 沈降 する 鉱物 粒 (石英 カル サイ ト , 
FEROS) UTE (吸着 叉 は 吸収 ) さ 
れ て 沈 積 し た も の が あぁ ある こと が 明 に され 
る に 至 つ た 。 これ は 一 種 の 海水 浄化 作用 
と も いう べき も の で ある 。 

5 ガロ ン 海 水 を 濃縮 し て 稀 茜 性 ソー ダ 
液 で 滴定 し た 所 pH 7.8~9.0 に 於 て 義 
し いい 緩衝 作用 が 行わ れ て いる こと が 判明 
WIE, SIVEDT RA AY Bey 
酸 塩 と の 間 で 水素 原子 の BATONS 
状 と 解 さ れる 。 叉 これ と 関連 し て Ca 4 
オォ オン は , 有機 物質 と 錯 化 合 物 を 形成 し て , 
次 解 度 を 著しく 高め る 。 叉 この 有機 物質 
と CO。 と が 平衡 関係 に ある こと は CO。 
の 同化 作用 に 大 影響 を 与え て いる 。 有機 
物質 中 の 脂肪 酸 と し て は ラウ リン 酸 , ミ 
リス チン 酸 , ミリ スト オレ イン 酸 , パル 
SFYR. AFT UVR VIV YB 
が 検出 され て いる 。 KELBWO SRAM 
対す る 収 着 能力 に 就 て 研究 が 進め られ て 
Vrs SE VT 
ト , イラ イト の 順に 能力 が 減少 し て 行く 。 
例え ば アス パラ ギン 酸 は 3m.g./ し OF! 
る 於 で SU RE 6 IG) 
6 デポ リナ ポト ド に よる で て は 2% DAM 
MSN. 叉 有機 物質 と し て は アス ペラ 
ニン グル コス 0 
ョ ロース, の 順に 収 着 量 が 減少 し て いる 。 
粘土 鉱物 に よ つ て 有機 物質 が 捕え られ る 
の は , 吸収 に よる の か 吸着 に よる の か 明 
で な い が , 何等 か の 化学 結合 が 行わ れ て 
いる も の と 想像 され て いる 。 (Geoche- 
mica et Cosmochemica Acta 19, 
236~243, 1960) (48) 
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8434, FiiAKRIEMOR KER 
Hodgson, G.W., Hitchon, B., Elof- 


son, R.M., Baker, B.L. and Peake, 
iDo 


クロ ロフ ィ ル の 分 解 生成 物 で ある フェ 
オフ ィ チン や クロ ー ル 色素 (chlorin pig- 
ment) は , 淡水 域 及び 海水 域 の 現世 堆積 
物 中 に 普 偏 的 に 存在 し て いる 。 この 事実 
(EEZ の ジー ブン の 9 
解 が 堆積 物 の 沈 積 中 , 速 か に 行なわ れる こ 
と を 示唆 し て いる 。 実験 室 の 研究 で は , こ 
の フェ オフ ィ チン を deoxophyllerythro- 
etioporphyrin 或いは フェ オフ ィ チン の 
ニ = ッ ケル 錯塩 の 中 間 生 成 物 を 経て , 石油 
型 の ポル フィ リン の =» ケル 錯塩 に 転換 
する こと を 可能 た し た 。 原油 中 に 含ま れ 
る 微量 の 色素 は ポル フィ リン の 金 恒 錯塩 
で あぁ ある こと が 知ら れ て いる 。 EH CHE 
の 発展 過程 を 究明 する た め に も , クロ ロ 
74 ル か ら の 転換 の 化学 的 過程 を 明らか 
に し て 行く こと は 極め て 重要 な 課題 で あ 
Bo 本 研究 も その 意図 の も と に , 現世 堆 
積 物 の 色素 が , 沈 積 環境 の 場 で 金属 錯塩 
に 転換 する 進度 を 知る た め に 行なわ れ 
Ro FOP BANC ARE BBA TT OFA 
成 及 び 河 成 の 現世 堆積 物 の 試料 か ら , 7 
eb y—7k (9:1) CH Lio COP 
出色 素 の 吸収 スペ ベク トル は 418 と 667 
Mu WMBARERL> Fe FTA FYRBE 
DEBRRA CHAS LE Bbw, これ 
は 赤 , 2X Y TYGER MD 5 ORL BR 
ANCA EBS RW. OE VME JRE 
成 堆 積 物 共に フェ オフ ィ チ ン 様 の 色素 な 
存在 し て いる 。 著者 等 は , CORBA 
を より 詳細 に 研究 する た め , AEROBIE 
が か な り の 厚 さ で 発達 し , し か る も stag- 
nant な 湖 で 特徴 づけ られ る North 
Cooking Lake を 選ん だ 。 この 湖 は ;, 
Alberta 中 | Edmonton の ESE 約 22 
V4 NMI HHBHW autochthonous lake 


で , WEOMIRAD BR i CHER A tr 
て いる 。 湖底 堆積 物 の 試料 を 10 ROH 
ー リ ング し 採 取 し た 結果 , 一 般 的 に 上 部 
eb RE (3~4m), FRAME (0.5~ 
Im), YY} RUD (3.5m) Oleic BR 
し て いる 。 HR WOW CAROERA 
を 記す と , 湖水 の pH は 約 8 で ある が , 
堆積 物 中 で 7.0~7.5 に 減少 し : 酸化 一 
居 元 電位 は +200~+340mV の 第 囲 で 
ある 。 唯 積 物 の 孔 隙 率 は 一 般 に 高く ) そ 
の ある も の は 90% 以上 を 示し , EB 
VEDAS RRR ENLH 189% CHB. 抽出 性 
SX, 始め アセ トン で , 次 いで ペン 
ゼン ー メ ヌメ タ ノ ー ル (10:1) OPBKME CHE 
ne LAE |) SEONG A 
ン ・ ナ フ テ ン 系 炭化 水素 , 芳香 族 炭化 水 
素 , O-N-S 化合 物 に 分 離し た 。 そ の 結 
Fe 炭化 水素 は 特に 表層 の 尽 泥 に 多く 
( 乾 燥 試料 に 対し 950ppm), #5 (70 
ppm), # (15ppm) と 深度 と 共に 減少 
LCS. Ht, Kb BIE 300ppm, 
BREE C 110ppm, シル ト で は 2ppm 
と 極め て 低く , 垂直 的 に 急激 に 変化 し て 
いる が , 青 粘 填 の 下部 の シル ト に 見 られ 
る 着色 物質 は , 明らか に ポル フィ リン の 
金属 錯塩 で ある 。 つま り 色 素 は ポル フィ 
YVYC 2nN>H-OFV714 VV EY 
bt ABest CHO, クロ ー ル 色素 
の 石油 型 ポ ルフ ィ リン へ の 転換 は 湖底 座 
積 物 の 深 さ と 共に 進行 し て いる 。 RED 
ら 抽 出さ れ た 色素 の 熱 安 定 度 を 102°C 
(0~24 時 間 ), 145°C (0~4 時 間 ) CH 
々 測定 し た 結果 , 時 間 の 経過 と 共に 色素 
DRILL CME Lio この 現象 か らし 
て クロ ー ル 色素 の 分 解 は ,, か な り 速 か に 
行なわ れる 事 が 予想 され る 。 また = ニッケ 
ル 錯 塩 は , 測定 の 結果 129~161°C, pH 
7.3~3.6 の 範囲 で 生成 され , 一 般 に 金属 
錯塩 の 生成 の 割合 は クロ ー ル 色素 の 分 解 
LYUXOSASZBWLEBDHOK. Vu 
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ー ル 色素 の 不安 定 な こと は , 原油 中 の 色 
素 と 炭化 水素 の 比 が 相対 的 に 堆積 物 の そ 
れ と 較べ て 著しく 低い こと か ら る も 実証 さ 
れる 。 “NS OWRERMMAT OA Th & 
ルフ ィ リン へ の 転換 進度 の 研究 観察 か 
ら , 右 油 系 色素 は , 原油 の 発展 過程 の 極 
め て 初期 の 段階 に 生成 され る も の で ある 
こと を 示 じ な た ce (Geochim. et Cosmo- 
chim. Acta, 19, 272~288, 1960) (BA) 


8435, English Lakes 淡水 湖 堆積 物 
中 の 有機 炭素 ・ 硫 黄 含有 量 及 びそ の 相関 
Gorham, E. 

English Lake 地方 の 5 つの 淡水 湖 堆 
MAPOSRER (有機 ) ・ 硫 黄 の 含有 量 及 
びそ の 量 比 と , 夫々 の 湖 の 環境 その 他 と 
の 関連 性 を 検討 し た 。 先 づ Wastwater 
(深度 79m, unproductive, 石灰 0.09- 
m# 0.0lm. equiv/1 Gs#ecz UC. 
bottom water は 年 中 酸素 を 深 存 する ) 
と Esthwaite Water (16m, produ- 
ctive, 石灰 0.41 - tn 0.02 で 共に 豊 
富 bottom water は 夏季 堆積 時 は de- 
oxygenated) DBR 7: 2 つ を 選び , そ 
の surface mud (oxydizing) 及び 5cm, 
10cm の 深 さ の reducing mud に つい 
T CS HERB? C/S Peis, sur- 
face mud (O) に 高く (av. 34), redu- 
cing mud (R) に 低い (av. 24), また 
Wastwater で は O, R 共に 高く , Est- 
hwaite Water で は その ひら き が 大 きく , 
reducing mud の 発達 が 著しい 。 次 に 
Windermere (67m, > productive, 
石灰 0.27・ 加 里 0.01 で 中 程度 , bottom 
water は 常に oxygenated) と Ulls- 
Wael QGilCDVG) ee ay eA eine 
に 富む oxidate crust の C,S 量 を 検出 
し た 結果 , 前 記 の lake mud より は る か 


に 低く また 両者 の 正 の 相関 々 係る 逐 し 
く な る が , C/S Held, TY AY EOF, 
富む も の に 低く (27), 5, 10cm の redu- 
cing mnd の 場合 と 同値 を 示し た 。 FEO 
て oxidizing surface mud より 低い 。 

更に productivity (fertility) と , C.S 
量 と の 関連 を 検討 し た 。 即ち , Wast- 
water (low fertility), Ennerdale 


Water (45m, unproductive), Win- 
dermere (moderate fertility), Esth- 
waite Water (high f.) 及び Priest 
Pot (4.5m, 極め て productive,, 石灰 
0.62 - mM 0.08 で 共に 最大 ) を 比較 す 
る と , productive lake sediment で は 
C.S 量 に 富み , や は り , CS 量 間 に 正 の 
IBEAA BAA. C/S Let infertile 
lake に 高く (40,35), productive lake 
ほど 低い (15), 次 に Ennerdale RU 
Esthwaite の 夫々 690cm 及び 570cm 
まで の コア に つい て , COBB RY Fo 
Ass (unproductive) で は , C.S 共に 
深 さ と 共に 潤 増 し て いる が , C/S 比 は 25 
ょ り 41 まで (400cm) で , 最大 値 は 全 
有機 量 の 急増 する 下位 に 現れ る 。 後者 
(high fertile) で は , Ennerdale と ほ さ ゞ 
似 た C 量 に 比 し , S 量 は 著しく 多い 。C 
量 の 最大 値 は glacial clay の 少し く 上 
位 に な みな ら れる 。C/S 比 は 異動 が 閉 し く , 

glacial clay 中 の 薄い organic band 
に 最少 (8,13) で , その 上 位 の mud で 
最大 (23,30), HOL+ ChAABEO 
急増 部 の 直下 に 当 つ て いる 。 以上 か ら , 

C.S 量 の 相関 性 と O-R balance, fer- 
tility, time な ど と C/S 比 の 関係 が 指 
摘 さ れ た が , この 中 特に S の 方 が ferti- 
lity に 対し て は より 大 きく 左右 され る こ 
と が 認め SN? (Jour. Sed. Petrol., 
30, 466~470, 1960) [加藤 ] 


いて は , 特に 紹介 する 必要 が な い 程 よく 知ら れ て いる 。 Bateman の 著書 は 3 部 に 分 れ , 

第 1 部 Principles and processes で は , 現在 の 正統 的 な 見 解 の も と に , PROMA, 

生成 機構 , 生成 期 , 鉄 床 区 , 分 類 , 鉱床 探査 等 に つい て 述べ られ , 第 2 部 Mettallic 
mineral deposits, 第 3 部 Non-metallic mineral deposits は 各論 と な つて いる 。 次 
に McKinstry の 著書 は 鉱床 探査 の 実際 的 な 諸 間 題 , 譜 方 法 に つい て 述べ られ , 特に 
fracture の 形成 に 関す る 理論 的 考察 に つい て の 章 は 一 読 の 価値 が ある 。 鉱山 地質 関係 各 
{MOBBORBLBAS (東京 都 文京 区 江戸 川町 15, チャ ー ル ズ ・ イ ー・ タ トル 商会 
発行 Economic mineral deposits 1,480 円 , Mining geology 1,200 円 ) TAI 


Minralogy By L.G. Berry and Brian Mason. 

AALADAOARS LL ChRRSN7ZDDOCH SM, 学生 以外 に , 研究 者 及び 一 般 に 
も 極め て 参考 に な る 。 概論 と 各論 に 分 けら れ , 次 の 16 HE YMS_ 1. Introduction, 
2. Crystallography, 3. The chemistry of minerals, 4. The physics of minerals, 
5. The genesis of minerals, 6. Determinative mineralogy, 7. The systematics 
of mineralogy, 8. 各論 Native elements, 9. Sulphides. 10. Oxides and hydro- 
xides, 11. Halides, 12. Carbonates, nitrates, borates, 13: Sulphates, chro- 
mates, molybdates, tungstates, 14. Phosphates, arsenates, vanadates, 15. 
Silicates, 16. Determinative tables. 一 般 に 極め て 分 り ’ 易 く 解 説 さ れ , 牧 に 原子 配列 


EBL CHER SM CW So 各 章 末 に 添え られ た 問題 集 は 極め て 興味 ある も の を 和 集 
録 し て お り , 従来 の 教科 書 に 全く 見 られ ぬ と ころ で ある 。 巻末 の 鉱物 鑑定 表 は 各論 で 記載 
され た 約 200 種 の 鉱物 と 共に , 本 書 を 活用 する 上 で 有効 で あろ う 。 こ > に Modern 
Asia Edition の 出版 を 紹介 し ,; 本 書 を 推薦 する 。Freeman and Tuttle Co. 1961 年 
版 1,100 円 ) (KA 
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